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上杉本洛中洛外図屏風注文者　近衛氏の生涯

　
　
　

�［
要
旨
］
十
二
代
将
軍
足
利
義
晴
御
台
近
衛
氏
慶
寿
院
は
、
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
注
文

者
で
あ
る
。
上
杉
本
を
理
解
す
る
に
は
、
慶
寿
院
の
生
涯
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、『
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
慶
寿
院
結
婚
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
　
　

�　

慶
寿
院
は
関
白
太
政
大
臣
近
衛
尚
通
息
女
と
し
て
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
に
生
ま

れ
た
。
室
町
期
の
将
軍
御
台
は
、
日
野
家
か
ら
出
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
が
、
慶
寿
院
は

摂
関
家
か
ら
初
め
て
将
軍
に
嫁
ぎ
、
十
三
代
将
軍
義
輝
・
十
五
代
将
軍
義
昭
を
生
ん
だ
。

そ
し
て
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
三
好
義
継
、
松
永
久
通
、
三
好
三
人
衆
の
急
襲
に
よ

る
永
禄
の
政
変
に
よ
り
、
五
十
二
歳
で
息
子
で
あ
る
十
三
代
将
軍
義
輝
と
共
に
武
衛
御
所

で
殺
さ
れ
た
。

　
　
　

�　

義
晴
・
義
輝
期
は
、
慶
寿
院
の
兄
弟
で
あ
る
近
衛
稙
家
・
聖
護
院
道
増
・
大
覚
寺
義
俊
・

久
我
晴
通
が
将
軍
近
江
没
落
に
随
行
し
、
諸
大
名
の
調
停
役
を
務
め
る
な
ど
幕
府
を
支
え

て
お
り
、「
足
利
―
近
衛
体
制
」
期
と
言
わ
れ
る
。
慶
寿
院
は
、
将
軍
御
台
・
母
と
い
う
以

上
に
重
要
な
地
位
に
あ
り
、
義
輝
期
将
軍
家
家
長
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、「
足

利
―
近
衛
体
制
」
を
解
明
す
る
に
は
、
近
衛
家
と
将
軍
家
を
結
ぶ
要
で
あ
っ
た
慶
寿
院
の

役
割
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　

�　

慶
寿
院
は
外
戚
と
し
て
近
衛
家
が
力
を
ふ
る
う
た
め
の
駒
で
は
な
く
、
慶
寿
院
を
支
え

る
た
め
に
近
衛
家
兄
弟
は
義
晴
・
義
輝
政
権
と
一
体
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
近
衛
家
を

守
ろ
う
と
し
た
。「
足
利
―
近
衛
体
制
」
は
慶
寿
院
の
存
在
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
体
制
な
の

で
あ
る
。

　
　
　

�　

上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
は
、
何
度
も
京
都
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
将
軍
家
の
洛
中

　
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
注
文
者
　
近
衛
氏
の
生
涯

　
　
　
　
　

小
　
谷
　
量
　
子

洛
外
へ
の
思
い
と
、
天
下
静
謐
の
祈
り
、
夫
義
晴
の
遺
志
を
継
ぎ
将
軍
家
を
守
ろ
う
と
し

た
慶
寿
院
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

　
　
　

�［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
…
慶
寿
院
、
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
、
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
、
近
衛
兄
弟
、

	

足
利
義
輝

　
　
　

は
じ
め
に

　

米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
『
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
は
国
宝
で
、
永
禄
八
年

（
一
五
六
五
）
頃
制
作
さ
れ
た
狩
野
永
徳
筆
の
作
品
で
あ
る
（
図
１
）。

　

筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、『
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
は
足
利
義
晴
追
善
記
『
穴

太
記
』
を
描
く
歌
・
物
語
絵
で
あ
り
、
注
文
者
は
十
二
代
将
軍
足
利
義
晴
御
台
近
衛

氏
慶
寿
院
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

１
）。
上
杉
本
を
理
解
す
る
に
は
慶
寿
院
の
生

涯
を
知
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

慶
寿
院
は
関
白
太
政
大
臣
近
衛
尚
通
息
女
と
し
て
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
に

生
ま
れ
た（
系
図
１（

２
））。室

町
期
の
将
軍
御
台
は
、日
野
家
か
ら
出
る
の
が
通
例
で
あ
っ
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た
が
、
慶
寿
院
は
摂
関
家
か
ら
初
め
て
将
軍
に
嫁
ぎ
、
十
三
代
将
軍
義
輝
・
十
五
代

将
軍
義
昭
を
生
ん
だ
（
系
図
２
）。
そ
し
て
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
三
好
義
継
、

松
永
久
通
、
三
好
三
人
衆
の
急
襲
に
よ
る
永
禄
の
政
変
に
よ
り
、
五
十
二
歳
で
息
子

で
あ
る
十
三
代
将
軍
義
輝
と
共
に
武
衛
御
所
で
殺
さ
れ
た（

３
）。

　

義
晴
・
義
輝
期
は
、
慶
寿
院
の
兄
弟
で
あ
る
近
衛
稙
家
・
聖
護
院
道
増
・
大
覚
寺

義
俊
・
久
我
晴
通
が
将
軍
近
江
没
落
や
北
白
川
城
入
城
に
も
随
行
し
、
諸
大
名
の
調

停
役
を
務
め
る
な
ど
幕
府
を
支
え
て
お
り
、「
足
利
―
近
衛
体
制（

４
）」
期
と
言
わ
れ
る
。

室
町
幕
府
の
歴
史
の
中
で
も
、
非
常
に
特
異
な
政
治
体
制（

５
）の

原
因
を
、
近
衛
家
が
外

戚
で
あ
っ
た
と
い
う
点
だ
け
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
高
梨
氏
は
、

当
該
期
の
近
衛
一
族
を
従
来
の
幕
府
政
治
に
お
け
る
側
近
公
家
衆
に
代
わ
る
存
在
と

位
置
づ
け
、
幕
府
に
よ
る
公
家
支
配
の
末
期
的
様
相
と
捉
え
て
い
る（

６
）。

黒
嶋
氏
は
、

永
禄
の
政
変
の
原
因
を
「
近
衛
家
と
い
う
権
威
と
密
着
し
た
将
軍
を
廃
す
る
こ
と
に

あ
っ
た（

７
）」

と
推
測
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
戦
国
期
近
衛
家
の
研
究
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
戦
国
期
近
衛
家
に
関
す
る

研
究
は
、
高
群
逸
枝
氏（

８
）、

湯
川
敏
治
氏（
９
）、

柴
田
真
一
氏（
（1
（

の
近
衛
尚
通
・
稙
家
期
の
近

衛
家
の
家
族
構
成
に
関
す
る
論
稿
が
あ
る
。
湯
川
氏
の
「
足
利
義
晴
期
の
近
衛
家
の

動
向
―
稙
家
と
妹
義
晴
室
を
中
心
に
―
」
は
、
慶
寿
院
に
焦
点
を
当
て
た
唯
一
の
論

考
だ
が
、
中
心
は
近
衛
家
当
主
稙
家
で
あ
る
。

　

ま
た
、
近
衛
一
族
と
義
晴
・
義
輝
期
幕
府
政
治
の
関
係
に
つ
い
て
、
高
梨
真
行
氏（

（1
（

、

黒
嶋
敏
氏（

（1
（

、
水
野
智
之
氏（
（1
（

、
木
村
真
美
子（
（1
（

、
金
子
拓
氏（
（1
（

等
の
論
考
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

近
衛
一
族
の
み
な
ら
ず
、
従
弟
で
あ
る
徳
大
寺
実
淳
息
岩
栖
院
（
梅
仙
軒
）
霊
超
も
、

対
伊
予
河
野
氏
外
交
を
担
う
「
近
衛
ル
ー
ト
」
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
、
近
衛
一
族
が
義
晴
・
義
輝
期
に
将
軍
側
近
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
に
な
る
要
で
あ
っ
た
慶
寿
院
に
関
し
て
は
、
各
論
稿
で
触
れ
ら
れ
る
の
み
で

あ
る
。

図１
上杉本洛中洛外図屏風
米沢市上杉博物館蔵

右隻
左隻
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系
図
１　

近
衛
家

参
考
文
献　

高
群
逸
枝
『
平
安
鎌
倉
室
町
家
族
の
研
究
』、
柴
田
真
一
「
近
衛
尚
通
と
そ
の
家

族
」、
湯
川
敏
治
「
中
世
公
家
家
族
の
一
側
面
」「
戦
国
期
公
家
女
性
の
生
活
」、

木
村
真
美
子
「
大
覚
寺
義
俊
の
活
動
と
近
衛
家
―
将
軍
足
利
義
晴
と
朝
倉
孝
景

の
関
係
を
中
心
に
―
」

系
図
２　

足
利
義
晴
・
慶
寿
院
の
子
ど
も
と
女
房
衆

設
楽
薫
「
将
軍
足
利
義
晴
の
嗣
立
と
大
館
常
興
の
登
場
」、
羽
田
聡
「
室
町
幕
府
女
房
の
基
礎

的
考
察
」、『
鹿
苑
日
録
』『
言
継
卿
記
』『
穴
太
記
』『
大
館
常
興
日
記
』『
公
卿
補
任
』『
実
隆

公
記
』『
後
鑑
』『
史
料
稿
本
』『
尊
卑
分
脈
』
を
参
照
し
て
作
成
。
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さ
ら
に
、
義
晴
・
義
輝
期
の
女
房
の
研
究
は
、
羽
田
聡
氏（
（1
（

・
設
楽
薫
氏（
（1
（

・
平
山
敏

治
郎
氏（

（1
（

・
菅
原
正
子
氏（
（2
（

等
の
論
稿
が
あ
る
が
、
将
軍
御
台
に
つ
い
て
の
専
論
は
室
町

期
を
通
じ
て
日
野
富
子
以
外
に
は
な
い
。
ま
た
、
義
晴
・
義
輝
期
の
政
治
情
勢
に
関

し
て
、
近
年
多
く
の
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
義
晴
・
義
輝
期
を
幕
府
側
か
ら

通
史
的
に
ま
と
め
た
論
考
は
少
な
い
。

　

慶
寿
院
が
近
衛
家
息
女
の
慣
例
で
あ
る
寺
院
入
室
を
せ
ず
、
将
軍
家
に
嫁
い
だ
理

由
と
経
緯
、
そ
し
て
、
義
晴
・
義
輝
期
に
お
け
る
役
割
は
現
在
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
慶
寿
院
は
多
く
の
史
料
に
散
見
さ
れ
、
幕
府
内
で
、
将
軍
御
台
・
母
と
い

う
以
上
に
重
要
な
地
位
に
あ
り
、
義
輝
期
将
軍
家
家
長
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、「
足
利
―
近
衛
体
制
」
を
解
明
す
る
に
は
、
従
来
の
よ
う
に
、
近
衛
家
の
男

性
だ
け
で
な
く
、
近
衛
家
と
将
軍
家
を
結
ぶ
要
で
あ
っ
た
慶
寿
院
の
役
割
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

慶
寿
院
は
外
戚
と
し
て
近
衛
家
が
力
を
ふ
る
う
た
め
の
駒
で
は
な
く
、
慶
寿
院
を

支
え
る
た
め
に
近
衛
家
兄
弟
は
、
義
晴
・
義
輝
政
権
と
一
体
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

近
衛
家
を
守
ろ
う
と
し
た
。「
足
利
―
近
衛
体
制
」
は
慶
寿
院
の
存
在
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
体
制
な
の
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た
慶
寿
院
に
つ
い
て

検
討
し
、
そ
の
生
涯
を
追
い
た
い
と
思
う
。

　
　
　

第
一
章　

近
衛
家
息
女
時
代

　

慶
寿
院
の
本
名
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
少
女
時
代
も
含
め
「
慶
寿

院
」
と
表
記
す
る
。
ま
ず
、
慶
寿
院
の
兄
弟
を
確
認
し
て
お
こ
う
（
系
図
１
参
照
）

湯
川
氏
に
よ
れ
ば
近
衛
尚
通
正
妻
徳
大
寺
維
子
の
子
は
七
人
で
、
慶
寿
院
は
、
維
子

の
子
で
は
な
い
と
さ
れ
る（

（2
（

。
そ
の
根
拠
は
不
明
だ
が
、『
後
法
興
院
記
』『
後
法
成
寺

関
白
記
』
に
誕
生
の
記
事
が
な
い
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
家
督
を
継
い
だ

次
男
稙
家
も
『
後
法
興
院
記
』
に
誕
生
の
記
事
が
な
く（
（2
（

、
文
亀
二
年
十
二
月
二
十
九

日
条
に
「
細（

細
川
高
国
）

河
六
郎
就
若
公
誕
生
為
礼
来
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
亀
二
年
十
二
月

生
ま
れ
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
久
我
晴
通
は
『
公
卿
補
任
』
が
母
を
維
子
と
し
、

し
か
も
久
我
晴
通
の
出
生
記
事
が
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
に
あ
る
の
だ
が
、
湯
川
氏

が
挙
げ
た
七
人
の
維
子
出
生
の
子
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
湯
川
氏
は
、
継
孝
院
・
智

園
寺
・
宝
鏡
寺
・
一
乗
院
・
聖
護
院
・
大
覚
寺
の
六
人
が
『
後
法
興
院
記
』『
後
法

成
寺
関
白
記
』
か
ら
数
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
六
人
と
稙
家
を
維

子
腹
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
久
我
晴
通
を
数
え
洩
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
後

法
成
寺
関
白
記
』
は
、
永
正
三
～
十
年
は
欠
落
が
な
い
が
、
永
正
十
一
・
十
二
年
が

欠
落
し
て
い
る
。
慶
寿
院
が
永
正
十
一
年
生
ま
れ
で
あ
る
た
め
、
誕
生
の
記
事
が
な

い
の
で
あ
る
。
慶
寿
院
を
側
室
の
子
と
す
る
根
拠
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
湯
川
氏
は
尚
通
の
子
女
を
十
一
人
と
す
る
が（

（2
（

、
柴
田
氏
は
聯
輝
軒
・
正
受

寺
（
女
）
も
子
女
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る（

（2
（

。

　
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
中
で
慶
寿
院
は
、「
小
女
」「
姫
君
」「
姫
君
御
料
人
」「
御
台
」

と
成
長
す
る
に
つ
れ
て
呼
び
方
が
変
化
し
て
い
く
。
慶
寿
院
に
関
す
る
最
初
の
記
事

は
、
永
正
十
三
年
二
月
十
三
日
条
で
あ
る
。「
去
夜
小
女
発
虫
令
絶
入
間
、
今
朝
召

弾（
富
小
路
資
直
）

正
少
弼
、
即
来
送
良
薬
」
と
、
夜
泣
き
・
疳
の
虫
が
ひ
ど
く
富
小
路
資
直
が
呼
ば

れ
た
。
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
閏
三
月
十
九
日
に
も
、日
記
の
行
間
に
補
書
で
、「
少

女
俄
歓
楽
之
間
、
召
宝
樹
院
、
即
来
進
良
薬
」
と
あ
る
。
同
四
月
に
も
「
姫
君
此
間

不
例
、
進
良
薬
之
間
百
疋
遣
之
」、
同
年
十
月
に
は
「
小
女
風
気
也
、
二
位
法
眼
進

上
良
薬
、
余
令
対
面
」
と
あ
り
、
大
永
六
年
七
月
も
行
間
補
書
で
慶
寿
院
の
病
気
を

記
し
て
い
る
。
尚
通
は
慶
寿
院
の
病
気
を
小
ま
め
に
日
記
に
記
し
、
医
者
に
直
々
会

う
こ
と
も
あ
っ
た
。
尚
通
四
十
三
歳
の
時
の
子
で
、
末
娘
と
し
て
父
に
か
わ
い
が
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
、
家
族
と
の
外
出
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
か
ら
い
く
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つ
か
見
て
い
こ
う
。
永
正
十
六
年
五
月
九
日
（
六
歳
）
尚
通
・
義
俊
と
今
宮
祭
を
見

物
し
、
帰
り
に
従
弟
の
徳
大
寺
実
通
（
七
歳
）
が
近
衛
家
に
遊
び
に
来
て
い
る
。

　

永
正
十
七
年
（
七
歳
）、
尚
通
、
姉
四
人
、
義
俊
と
共
に
御
霊
祭
を
見
物
し
、
帰

り
に
母
方
の
叔
父
日
野
内
光
の
家
に
行
っ
た
。
大
永
三
年
（
十
歳
）、
母
維
子
と
二

人
で
、
貴
船
・
鞍
馬
へ
参
詣
し
た
。

　

享
禄
元
年
（
十
五
歳
）
四
月
は
、
一
家
で
清
水
寺
へ
参
詣
し
、
双
林
寺
で
兄
慈
照

寺
の
振
舞
い
を
受
け
た
。

　

享
禄
二
年
二
月
（
十
六
歳
）、
尚
通
・
稙
家
・
義
俊
・
維
子
と
共
に
、
貴
船
・
御

霊
社
・
鞍
馬
へ
参
詣
し
、
同
年
十
月
に
も
一
家
で
鞍
馬
参
詣
を
し
宿
泊
し
た
。
享
禄

三
年
（
十
七
歳
）
に
も
、
維
子
と
二
人
で
鞍
馬
参
詣
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
九

月
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
清
水
へ
松
茸
狩
り
に
い
き
、
山
中
で
宴
が
あ
っ
た
。
こ
れ
以

外
に
も
家
族
で
の
遊
覧
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
慶
寿
院
は
家
族
と
共
に
、
度
々
寺

社
参
詣
に
行
き
、
時
に
は
維
子
と
二
人
で
出
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
生
見

玉
が
毎
年
、
子
女
や
妹
か
ら
尚
通
に
進
上
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
祝
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
衛
尚
通
家
は
家
族
の
結
束
が
強
い
家
で
、
寺
院
に
入
室
し
た
兄
・

姉
も
頻
繁
に
近
衛
家
を
訪
れ
、
家
族
そ
ろ
っ
て
の
外
出
や
行
事
が
数
多
く
行
わ
れ
て

い
る
。
母
方
の
実
家
徳
大
寺
家
と
も
頻
繁
な
交
流
が
見
ら
れ
る
。
同
時
代
の
『
実
隆

公
記
』
や
『
二
水
記
』
に
は
、
家
族
で
遊
覧
す
る
記
事
や
、
家
族
が
集
ま
っ
て
会
食

す
る
記
事
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
近
衛
尚
通
の
日
記
は
他
の
公
家
日
記
に
比
べ
、

家
族
で
の
遊
覧
や
会
合
の
記
事
が
目
立
っ
て
多
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
近
衛
家
が

生
活
に
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と（

（2
（

、
大
家
族
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
だ
が
、
尚
通
が
家
族

を
大
切
に
し
、
一
家
と
し
て
の
結
束
意
識
が
強
か
っ
た
と
た
め
と
思
わ
れ
る
。
後
に

稙
家
・
道
増
・
義
俊
・
久
我
晴
通
が
「
幕
府
―
近
衛
体
制
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

一
族
を
挙
げ
て
義
晴
・
義
輝
政
権
を
支
え
る
基
盤
は
、
尚
通
一
家
の
結
束
の
固
さ
に

あ
る
だ
ろ
う
。

　

享
禄
四
年
十
二
月
（
十
八
歳
）、
か
も
じ
を
つ
け
る
祝
い
が
行
わ
れ
た
。
成
人
の

祝
い
で
あ
る
。
姉
の
宝
鏡
寺
は
十
三
歳
で
入
室
し
て
い
る
が（

（2
（

、
尚
通
は
慶
寿
院
を
尼

僧
に
す
る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
衛
家
息
女
は
慶
寿
院
以
外
、
全
て

寺
院
に
入
室
し
て
い
る
。
し
か
し
、
尚
通
は
こ
の
頃
す
で
に
、
慶
寿
院
を
将
軍
家
に

嫁
が
せ
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

二
十
歳
過
ぎ
ま
で
尚
通
・
維
子
と
共
に
暮
ら
し
た
子
ど
も
は
慶
寿
院
の
み
で
あ
り
、

兄
弟
姉
妹
に
会
う
機
会
が
、
姉
妹
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
慶
寿
院
が
誕

生
し
た
時
に
は
、
す
で
に
姉
四
人
は
入
室
し
て
お
り
、
男
兄
弟
の
中
の
唯
一
の
女
子

で
あ
っ
た
。

　
　
　

第
二
章　

義
晴
御
台
時
代

　

一
、
結
婚
と
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」

　

天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
慶
寿
院
は
、
二
十
一
歳
で
十
二
代
将
軍
義
晴
（
二
十
四

歳
）
御
台
と
な
っ
た
。
母
維
子
が
十
七
歳（

（2
（

、
日
野
富
子
が
十
六
歳
で
嫁
い
で
い
る
こ

と
に
比
べ
る
と
、
当
時
と
し
て
は
遅
い
結
婚
で
あ
っ
た
。
当
時
義
晴
は
、
六
角
定
頼

の
庇
護
の
元
、
近
江
長
光
寺
・
桑
実
寺
に
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
以
来
逗
留
し
て

い
た
。
義
晴
の
桑
実
寺
に
お
け
る
在
所
は
、
後
の
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）、
織

田
信
長
と
共
に
義
昭
が
上
洛
し
た
際
逗
留
し
た
正
覚
院
と
さ
れ
る（

（2
（

。

　

結
婚
前
の
享
禄
五
年
（
天
文
元
年
）、
義
晴
は
三
条
西
実
隆
・
土
佐
光
茂
に
「
桑

実
寺
縁
起
絵
巻
」（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
桑
実
寺
蔵
、
重
要
文
化
財
）
を
制
作
さ
せ

て
い
る
。
土
佐
光
茂
が
桑
実
寺
を
訪
れ
、
現
在
石
仏
巡
り
「
第
一
番
」
の
岩
の
上
か

ら
見
た
実
景
を
基
に
描
い
た
と
さ
れ
る（

（2
（

。

　

絵
巻
詞
書
き
は
三
条
西
実
隆
の
作
で
、絵
巻
上
巻
は
阿
閇
皇
女
（
後
の
元
明
天
皇
）
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の
病
気
快
癒
に
ま
つ
わ
る
、
藤
原
不
比
等
の
兄
定
恵
に
よ
る
法
会
と
薬
師
如
来
の
出

現
、
下
巻
は
桑
実
寺
の
繁
栄
と
、
元
明
天
皇
の
桑
実
寺
行
幸
、
薬
師
如
来
・
日
光
月

光
菩
薩
の
飛
来
が
主
題
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
義
晴
・
慶
寿
院
の
縁
談
が
同
年

八
月
初
旬
か
ら
具
体
化
し
て
い
る
。「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
制
作
時
期
が
、
慶
寿
院

縁
談
の
時
期
と
重
な
る
の
で
あ
る
。「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
制
作
は
、
慶
寿
院
に
見

せ
る
こ
と
が
真
の
目
的
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

①�

こ
の
絵
巻
の
主
題
は
、
神
仏
の
飛
来
を
除
け
ば
、
上
巻
が
阿
閇
皇
女
病
気
快
癒
に

ま
つ
わ
る
近
江
と
藤
原
氏
の
ゆ
か
り
譚
で
あ
る
。

②
下
巻
の
主
題
は
高
貴
な
身
分
の
女
性
が
桑
実
寺
に
や
っ
て
来
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

③
こ
の
絵
巻
の
特
色
は
異
例
と
も
い
え
る
桑
実
寺
周
辺
の
実
景
描
写
に
あ
る
。

④�

制
作
者
の
顔
ぶ
れ
は
、
土
佐
光
茂
、
三
条
西
実
隆
、
後
奈
良
天
皇
、
尊
鎮
法
親
王

で
あ
る
。

⑤�

義
晴
の
絵
巻
制
作
依
頼
の
最
初
の
書
状
は
、
享
禄
五
年
正
月
二
十
一
日
、
医
者
で

あ
る
上
池
院
か
ら
実
隆
に
も
た
ら
さ
れ
た（

（3
（

。
上
池
院
は
尚
通
の
日
記
に
度
々
登
場

し
、
近
衛
家
を
頻
繁
に
訪
れ
て
い
る
。

⑥�

こ
の
前
年
の
享
禄
四
年
、
細
川
晴
元
と
細
川
持
隆
が
争
い
、
翌
五
年
（
天
文
元
年
）

一
月
、
三
好
元
長
軍
が
柳
本
を
殺
害
し
た
た
め
、
細
川
晴
元
は
元
長
を
折
檻
し
よ

う
と
し
、
細
川
持
隆
の
仲
裁
で
、
元
長
等
は
髻
を
切
っ
た（

（3
（

。
こ
れ
は
、
上
池
院
が

実
隆
に
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
詞
書
依
頼
を
渡
し
た
時
期
に
当
た
る
。
六
月
、「
堺

幕
府
」（
義
晴
異
母
兄
弟
義
維
）
を
支
え
る
細
川
晴
元
と
三
好
元
長
の
対
立
に
よ

り
元
長
が
自
刃
し（

（3
（

、
義
維
も
十
月
に
出
奔
し
た（
（3
（

。
天
文
二
年
に
は
義
晴
と
晴
元
が

和
解
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（3
（

。

⑥�

二
月
十
五
日
に
詞
書
き
草
案
が
義
晴
の
意
に
叶
っ
た
と
実
隆
に
返
事
が
来
て
お
り
、

直
ち
に
絵
画
制
作
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦�

六
月
二
十
三
日
に
外
題
・
中
書
等
悉
く
土
佐
光
茂
に
渡
さ
れ
、ほ
ぼ
完
成
に
近
か
っ

た
。

⑧�

天
文
元
年
八
月
十
七
日
桑
実
寺
に
絵
巻
が
奉
納
さ
れ
、
こ
の
間
二
ヵ
月
程
度
の
空

白
が
あ
る
。

⑨�

こ
の
空
白
期
間
で
あ
る
七
月
下
旬
上
池
院
が
近
衛
家
を
訪
れ
、
八
月
上
旬
に
桑
実

寺
よ
り
近
衛
家
に
使
者
が
来
て
い
る
。

　

慶
寿
院
結
婚
の
幕
府
側
の
交
渉
相
手
と
し
て
、
佐
子
局
が
考
え
ら
れ
る
。
佐
子
局

は
、
三
淵
晴
員
の
姉
で
、
義
晴
乳
母
で
あ
る
。『
大
館
常
興
日
記
』
紙
背
文
書
に

「
そ（

高
国
存
命
の
頃
）

の
こ
ろ
御
き
、
れ
い
し
き
の
御
け
ち
な
と
も
せ
い
光
院
へ
申
候
て
な
さ
れ
候
つ

る
、
ま
し
て
御
な
い
し
よ
な
と
の
御
事
、
せ（

清
光
院
佐
子
局
）

い
光
院
御
そ
ん
ち
候
ハ
て
ハ
に
て
御
さ

候（
（3
（

」
と
、
義
晴
が
在
京
中
の
将
軍
下
知
は
佐
子
局
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
御
内
書
も
佐

子
局
が
全
て
承
知
し
て
い
た
。
享
禄
二
年
七
月
、
下
京
地
子
を
柳
本
賢
治
に
申
し
付

け
る
佐
子
局
が
申
沙
汰
し
た
奉
書
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（

（3
（

、
京
都
退
去
後
も
同

様
の
地
位
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尚
通
の
日
記
に
は
、
義
晴
京
都
退
去
後
も

佐
子
局
と
の
音
信
が
度
々
記
録
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

実
隆
が
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
外
題
・
詞
書
な
ど
を
す
べ
て
土
佐
光
茂
に
渡
し
た

一
ヵ
月
後
の
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
七
月
二
十
八
日
、
先
述
し
た
よ
う
に
上
池

院
が
近
衛
邸
に
来
訪
し
た
。
そ
し
て
、八
月
九
日
に
「
去
夜
従
左
五
局
岸
部
来
、種
々

申
子
細
有
之（

（3
（

」、
天
文
二
年
正
月
二
十
三
日
「
従
御
佐
子
局
有
御
返
事（
（3
（

」
天
文
二
年

九
月
「
御
左
五
局
江
ア（

茜

）

カ
子
小
袖
遣
之（
（4
（

」
と
尚
通
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
八
月

に
佐
子
局
か
ら
の
使
者
が
来
訪
し
色
々
と
相
談
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
返
事
が
翌

年
の
正
月
に
届
い
た
。
そ
し
て
、
天
文
二
年
九
月
に
小
袖
を
佐
子
局
に
贈
っ
た
。
書

状
で
は
な
く
、使
者
が
近
衛
邸
に
訪
れ
相
談
し
て
い
る
こ
と
、返
事
が
届
く
ま
で
五
ヵ

月
か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ま
で
の
両
者
間
の
贈
答
は
、
食
物
で
あ
る
が
、
こ
の

場
合
の
み
小
袖
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
佐
子
局
と
の
間
で
、
慶
寿
院

嫁
入
り
の
事
が
相
談
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
天
文
二
年
十
一
月
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桑
実
寺
よ
り
使
節
が
上
洛
し
て
い
る（
（4
（

。
こ
の
使
者
は
正
式
に
婚
約
が
整
っ
た
使
者
と

見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

当
時
話
題
の
絵
画
は
、
武
士
が
制
作
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
公
家
間
で
披
見
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き（

（4
（

、『
実
隆
公
記
』
に
は
絵
巻
を
披
見
し
た
記
事
が
多
く
み

ら
れ
る（

（4
（

。
そ
し
て
、「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
の
前
年
に
制
作
さ
れ
た
「
当
麻
寺
縁
起
絵
」

は
、「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
土
佐
光
茂
・
三
条
西
実
隆
・

後
奈
良
天
皇
・
尊
鎮
法
親
王
と
共
に
、
近
衛
尚
通
・
近
衛
稙
家
・
聖
護
院
道
増
が
制

作
に
か
か
わ
っ
て
い
る（

（4
（

。
上
池
院
が
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
制
作
に
関
わ
っ
て
お
り
、

か
つ
「
当
麻
寺
縁
起
絵
」
の
直
後
に
制
作
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
ス
タ
ッ
フ
で
制
作
さ
れ
た

将
軍
注
文
の
絵
巻
を
、近
衛
家
が
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。む
し
ろ
、「
当

麻
寺
縁
起
絵
」
で
、
上
巻
を
天
皇
一
族
、
中
巻
を
近
衛
一
族
、
下
巻
を
三
条
西
一
族

が
分
担
し
な
が
ら
、
続
け
て
制
作
さ
れ
た
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
に
近
衛
一
族
が
全

く
参
加
し
て
い
な
い
の
は
不
自
然
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
奉
納
以
前
に
京
都
で
、
慶
寿
院
が
絵
巻
を
見
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。
現
在
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
の
制
作
目
的
を
、
亀
井
若
菜
氏
は
「
た
と
え
近

江
の
一
寺
院
に
あ
っ
て
も
、
義
晴
は
、
天
皇
と
共
に
中
央
の
権
力
者
と
し
て
正
統
的

立
場
に
い
る
の
だ（

（4
（

」
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
吉
田

友
之
氏
は
、
足
利
義
晴
が
畿
内
諸
勢
力
の
調
伏
を
祈
願
し
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
十
二

神
将
の
飛
来
は
将
軍
擁
護
の
軍
勢
の
到
来
を
告
げ
る
が
ご
と
く
で
あ
る（

（4
（

と
す
る
。
こ

の
よ
う
な
従
来
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
義
晴
は
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
絵
巻
を
制
作
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、将
軍
と
し
て
の
地
位
に
不
安
を
持
ち
、「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」

は
義
晴
の
空
し
い
願
い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
を
、京
都
で
慶
寿
院
が
見
て
い
た
と
す
れ
ば
、「
桑

実
寺
縁
起
絵
巻
」
は
、
そ
の
実
景
描
写
に
よ
っ
て
見
知
ら
ぬ
土
地
に
嫁
ぐ
女
性
の
不

安
を
和
ら
げ
、
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
桑
実
寺
に
高
貴
な
女
性
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
美

し
い
絵
巻
を
制
作
し
て
く
れ
た
義
晴
の
思
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
桑
実
寺
へ
行
く
決

心
を
す
る
絵
巻
だ
っ
た
と
い
え
る
。
慶
寿
院
結
婚
の
具
体
化
は
、「
堺
幕
府
」
は
崩

壊
し
、
義
晴
の
京
都
復
帰
が
可
能
と
見
た
尚
通
の
戦
略
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
将
軍
家
御
台
は
日
野
家
か
ら
出
る
の
が
室
町
期
の
通
例
で
あ
り
、
摂
関
家

か
ら
輿
入
れ
す
る
こ
と
は
先
例
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
尚
通
が
慶
寿
院
を

将
軍
に
嫁
が
せ
た
理
由
を
探
っ
て
み
た
い
。

　

永
正
～
大
永
年
間
の
近
衛
尚
通
は
、
細
川
高
国
ら
と
密
接
な
親
交
を
持
ち
、
家
門

維
持
に
努
め
て
い
た
。
し
か
し
、
高
国
没
落
後
の
近
衛
尚
通
は
、
享
禄
元
年
五
月

十
四
日
と
二
十
四
日
に
本
願
寺
に
荷
物
を
預
け（

（4
（

、
享
禄
二
年
に
は
、
息
が
入
室
す
る

大
覚
寺
・
慈
照
寺
の
兵
三
百
人
を
家
領
桂
庄
の
警
護
に
派
遣
し
た（

（4
（

。

　

高
国
が
享
禄
四
年
六
月
八
日
に
自
刃
す
る
と
、
十
五
日
に
家
臣
を
近
江
、
堺
へ
下

し
、
本
満
寺
に
記
録
類
を
預
け
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
、
島
津
勝
久（
（5
（

、
大
友
義
鑑（
（5
（

、
大
内
義

隆
、
北
条
氏
綱
ら
有
力
大
名
と
も
連
絡
を
持
ち（

（5
（

、
娘
（
正
受
寺
カ
）
を
還
俗
さ
せ
北

条
氏
綱
の
後
室
に
入
れ
た（

（5
（

。
そ
の
後
も
尚
通
は
、
細
川
持
隆
や（
（5
（

、
木
澤
長
政（
（5
（

、
本
願

寺
光
教（

（5
（

と
音
信
を
す
る
な
ど
、
情
報
収
集
・
家
門
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　

高
国
・
義
晴
が
京
都
か
ら
近
江
に
退
い
た
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
以
降
、
京
都

に
は
将
軍
・
管
領
が
不
在
で
、「
洛
中
似
無
守
護
武
士
稀
有
之
式
也（

（5
（

」
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
京
都
周
辺
で
は
小
競
り
合
い
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
近
江
に
長
ら
く
滞
在
し
て
い
る
と
は
い
え
、
将
軍
義
晴
は
、
朝
廷
と

交
渉
を
持
ち
、
公
家
も
し
ば
し
ば
近
江
を
尋
ね
、
諸
大
名
へ
の
栄
典
授
与
も
行
っ
て

お
り
、
義
晴
が
唯
一
「
公
認
の
権
威（

（5
（

」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
尚
通
は
、
高
国
滅
亡

後
は
義
晴
が
最
も
頼
り
に
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

尚
通
時
代
の
近
衛
家
領
は
、
近
衛
政
家
の
時
代
と
比
べ
摂
津
・
近
江
・
美
濃
等
の

荘
園
は
不
知
行
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
山
城
の
五
ヶ
庄
・
桂
殿
が
主
要
な
所
領

で
あ
っ
た（

（5
（

。
慶
寿
院
の
結
婚
は
近
衛
家
所
領
維
持
の
切
り
札
で
あ
り
、
尚
通
は
幕
府
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と
一
体
化
す
る
こ
と
で
近
衛
家
存
続
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
木
村
真
美
子
氏
は
、
天
文
二
年
正
月
二
十
九
日
に
九
条
稙
通
が
関
白
宣
下

さ
れ
る
と
、
近
衛
家
と
義
晴
が
共
同
し
て
こ
れ
を
妨
害
し
た
こ
と
か
ら
、
天
文
元
年

以
前
に
義
晴
と
近
衛
家
の
連
携
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、『
後
法
成
寺
関
白
記
』
大
永
六
年
の
紙
背
文
書
の
、
代
々
の
将
軍
御
台
日

野
氏
不
快
の
例
を
書
き
上
げ
た
土
代
の
存
在
か
ら
、
尚
通
の
息
女
を
将
軍
に
嫁
が
す

計
画
は
、
高
国
存
命
中
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る（

（6
（

。
寺
院
入
室
の
契
約
が

幼
少
期
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
早
く
か
ら
慶
寿
院
を
義

晴
御
台
に
と
尚
通
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
慶
寿
院
結
婚
の
行
列
は
大
変
美
麗
で
あ
っ
た
が
、
夕
立
が
降
り
雷
も
響
き
、

到
着
し
た
時
、
濡
れ
て
見
苦
し
き
体
だ
っ
た（

（6
（

。
六
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
、
三
日
間

に
渡
り
婚
礼
の
式
が
行
わ
れ
た
。
六
角
定
頼
・
義
賢
父
子
か
ら
十
合
十
荷
が
進
上
さ

れ
、
祝
儀
料
二
十
貫
文
は
局
料
か
ら
支
出
し
た
。
当
時
局
は
宮
内
卿
局
の
み
で
あ
っ

た（
（6
（

。

　

結
婚
三
週
間
後
の
天
文
三
年
六
月
二
十
九
日
、
入
京
の
た
め
義
晴
・
慶
寿
院
は
桑

実
寺
か
ら
坂
本
に
移
っ
た（

（6
（

。
そ
し
て
、
天
文
三
年
九
月
三
日
、
義
晴
・
慶
寿
院
は
南

禅
寺
に
入
っ
た（

（6
（

。
慶
寿
院
が
桑
実
寺
に
行
っ
た
こ
と
が
、
義
晴
に
京
都
早
期
復
帰
を

促
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

慶
寿
院
結
婚
後
の
近
衛
家
は
、
義
晴
政
権
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
天
文
五
年
九

月
三
日
大
内
義
隆
雑
掌
が
近
衛
家
に
来
訪
し
、
尚
通
・
稙
家
・
義
晴
へ
の
献
上
品
を

尚
通
に
渡
し
た
。
翌
日
大
館
晴
光
が
近
衛
家
を
訪
れ
、
尚
通
か
ら
大
内
の
要
望
を
伝

え
た
。
十
六
日
に
は
、
義
晴
か
ら
稙
家
が
将
軍
邸
に
呼
ば
れ
、
大
内
の
要
望
を
相
談

し
た
。
大
内
の
要
望
は
、
吉
田
兼
右
と
猪
熊
兼
永
（
平
野
神
主
）
と
の
吉
田
神
道
を

め
ぐ
る
相
論
で
、
兼
永
を
支
持
し
て
い
た
大
内
義
隆
が
、
近
衛
家
を
通
じ
義
晴
に
裁

許
を
求
め
た
と
さ
れ
る（

（6
（

。
大
内
は
近
衛
家
を
通
じ
て
の
交
渉
が
最
も
有
利
で
あ
る
と

考
え
た
の
で
あ
る
。
十
月
十
八
日
に
、
大
館
常
興
・
晴
光
・
朽
木
稙
綱
・
細
川
高
久
・

摂
津
元
造
・
荒
川
氏
隆
・
海
老
名
高
助
・
本
郷
光
泰
が
近
衛
邸
に
集
ま
り
談
合
し
た（
（6
（

。

こ
の
八
人
は
、
こ
の
年
義
晴
が
編
成
し
た
「
内
談
衆
」
で
、
幕
政
の
中
心
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
近
衛
家
は
義
晴
へ
の
取
次
と
な
る
と
と
も
に
、
有
力
な

相
談
役
で
あ
っ
た
。

　

天
文
八
年
、
慶
寿
院
の
母
維
子
よ
り
、
伊
予
河
野
通
直
を
相
伴
衆
に
す
る
よ
う
口

入
が
あ
り
、
天
文
九
年
河
野
通
直
は
相
伴
衆
に
加
え
ら
れ
た（

（6
（

。
天
文
十
一
年
頃
か
ら

は
維
子
の
弟
岩
栖
院
霊
超
（
梅
仙
軒
）
が
対
伊
予
外
交
で
活
躍
し
て
い
る（

（6
（

。

　

天
文
五
年
十
月
二
十
七
日
、
前
月
上
洛
し
た
細
川
晴
元
、
近
衛
尚
通
の
子
女
七
人
、

入
江
殿
（
松
山
聖
槃　

義
尚
娘
）
を
将
軍
邸
に
招
き
能
が
あ
っ
た（

（6
（

。
翌
閏
十
月
五
日

に
晴
元
申
沙
汰
の
能
が
将
軍
邸
で
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
返
礼
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
十
月
の
宴
は
晴
元
上
洛
を
賀
す
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
席
に
近
衛
一
族
が
入

江
殿
と
と
も
に
参
加
し
た
の
は
、
近
衛
家
が
「
将
軍
御
一
家
」
で
あ
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。

　

天
文
十
七
年
に
義
晴
が
細
川
邸
に
御
成
を
行
っ
た
。
近
衛
稙
家
・
久
我
晴
通
・
聖

護
院
道
増
・
一
乗
院
覚
誉
・
大
覚
寺
義
俊
・
飛
鳥
井
雅
綱
・
勧
修
寺
尹
豊
・
烏
丸
光

康
・
高
倉
永
家
・
日
野
晴
光
が
義
晴
・
義
輝
の
座
敷
に
同
席
し
た（

（7
（

。
飛
鳥
井
以
下
の

五
名
は
武
家
側
近
公
家
衆
で
あ
る（

（7
（

。
近
衛
一
族
の
参
加
は
、
側
近
公
家
衆
の
よ
う
な

将
軍
と
の
主
従
関
係
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
近
衛
一
族
の
参
加
理
由
は
、「
将
軍

御
一
家
」
で
あ
る
た
め
と
捉
え
る
以
外
な
い
だ
ろ
う
。

　

天
文
九
年
、
細
川
晴
元
が
踊
り
を
お
目
に
懸
け
た
い
と
、
近
衛
稙
家
を
通
じ
て
申

し
入
れ
て
き
た（

（7
（

。
こ
の
時
大
館
常
興
は
、
近
衛
稙
家
を
「
御
里
御
所
様
」
と
記
し
て

い
る
。
近
衛
稙
家
は
義
晴
一
家
と
一
体
化
し
た
将
軍
一
族
で
あ
っ
た
。
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二
、
子
ど
も

　

次
に
慶
寿
院
の
子
ど
も
を
見
て
い
こ
う
。
天
文
五
年
三
月
に
、
義
晴
嫡
男
義
輝
が

生
ま
れ
た
。
慶
寿
院
産
所
に
久
我
晴
通
が
出
仕
し（

（7
（

、
維
子
も
度
々
産
所
へ
通
っ
た（
（7
（

。

産
所
総
奉
行
は
慣
例
に
よ
り
二
階
堂
有
泰
が
務
め
、
費
用
は
細
川
晴
元
・
河
内
畠
山

在
氏
・
能
登
畠
山
義
総
・
越
前
朝
倉
孝
景
・
若
狭
武
田
元
光
が
負
担
し
た（

（7
（

。
彼
ら
は
、

義
晴
政
権
を
支
え
る
中
心
的
守
護
で
あ
っ
た
。

　

義
輝
が
誕
生
す
る
と
公
武
の
人
々
が
多
数
近
衛
家
に
祝
い
訪
れ
、
義
輝
は
尚
通
の

猶
子
と
な
っ
た（

（7
（

。
乳
母
に
は
維
子
の
甥
日
野
晴
光
の
妻
が
選
ば
れ
た（
（7
（

。
そ
し
て
、
産

着
は
管
領
が
用
意
す
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
が
、
管
領
不
在
の
た
め
近
衛
家
が
用
意

し
た（

（7
（

。
維
子
は
慶
寿
院
の
出
産
に
七
日
間
付
き
添
い
、
尚
通
は
七
日
目
の
祝
い
に
、

俄
に
義
晴
に
呼
ば
れ
、
稙
家
・
聖
護
院
道
増
・
一
乗
院
覚
誉
・
久
我
晴
通
・
慈
照
寺

等
と
共
に
将
軍
邸
に
行
っ
た（

（7
（

。

　

同
年
閏
十
月
に
義
輝
が
病
気
を
し
た
際
は
、
維
子
が
将
軍
御
所
に
呼
ば
れ
、
快
癒

ま
で
十
二
日
間
将
軍
御
所
に
詰
め
た
。
尚
通
は
三
日
間
芝
薬
師
に
詣
で
、
尚
通
妹
・

宝
鏡
寺
・
継
孝
院
も
将
軍
御
所
へ
行
き
、
聖
護
院
も
加
持
祈
祷
の
た
め
将
軍
御
所
へ

行
き
、
大
覚
寺
は
快
癒
祝
い
と
思
わ
れ
る
田
楽
を
将
軍
邸
で
振
る
舞
っ
た（

（8
（

。

　

他
の
公
家
の
日
記
で
は
、
実
家
の
母
が
娘
の
嫁
ぎ
先
に
詰
め
る
と
い
う
例
は
ほ
と

ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
義
晴
は
父
義
澄
の
亡
命
先
で
生
ま
れ
、
誕
生
後
ま
も
な
く
赤

松
に
預
け
ら
れ
家
族
が
い
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
、
近
衛
一
族
が
「
将
軍
御

一
家
」
と
し
て
将
軍
家
と
一
体
化
し
た
一
因
で
あ
る
。
慶
寿
院
は
近
衛
家
を
頼
り
と

し
、
義
晴
夫
妻
は
近
衛
家
の
一
員
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

高
群
逸
枝
氏
に
よ
れ
ば
、
同
時
代
の
三
條
西
家
で
は
、
九
条
家
に
嫁
い
だ
娘
の
出

産
に
実
家
の
母
が
立
ち
会
う
こ
と
は
な
く
、
産
後
も
妻
の
実
家
が
娘
の
婚
家
を
見
舞

う
こ
と
は
遠
慮
さ
れ
た
。
嫁
取
婚
が
確
立
し
た
時
期
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、

旧
態
で
あ
る
妻
問
婚
も
三
条
実
望
は
公
認
さ
れ
て
お
り
、
結
婚
形
態
の
過
渡
期
で

あ
っ
た
と
い
え
る（

（8
（

。
慶
寿
院
は
将
軍
家
に
嫁
い
だ
が
、
近
衛
家
の
意
識
的
に
は
招
婿

婚
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
義
晴
夫
妻
は
近
衛
家
の
一
員
で

あ
り
、
近
衛
家
は
将
軍
一
族
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
近
衛
一
族
が
義
晴
近
江
没
落
に

も
同
行
し
た
の
で
あ
る
。

　

天
文
法
華
の
乱
が
収
ま
り
、
丹
波
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
高
国
弟
晴
国
が
自
害

し
た
天
文
五
年
十
二
月
十
一
日
、
義
晴
・
慶
寿
院
・
義
輝
は
、
北
小
路
室
町
の
伊
勢

貞
孝
邸（

（8
（

に
移
り
、
入
洛
の
祝
い
に
稙
家
・
聖
護
院
・
久
我
晴
通
が
参
上
し
た（
（8
（

。
九
代

将
軍
義
尚
は
、
産
所
か
ら
直
接
伊
勢
貞
親
の
許
へ
行
き
、
伊
勢
氏
の
下
で
養
育
さ
れ

て
い
る（

（8
（

。
七
代
義
勝
も
産
所
か
ら
伊
勢
邸
に
移
り
、
伊
勢
貞
国
の
屋
敷
で
育
て
ら
れ

た（
（8
（

。
将
軍
家
嗣
子
は
伊
勢
邸
で
養
育
さ
れ
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
義
輝

の
場
合
は
、
義
晴
・
慶
寿
院
が
伊
勢
邸
に
移
り
、
慶
寿
院
は
義
輝
を
手
元
で
育
て
た
。

　

翌
天
文
六
年
十
一
月
、
次
男
義
昭
（
一
乗
院
覚
慶
）
が
誕
生
し
、
天
文
八
年
五
月

に
長
女
（
後
の
入
江
殿
）
が
誕
生
し
た
。
そ
の
他
の
子
ど
も
は
、
永
禄
の
政
変
で
死

亡
し
た
鹿
苑
院
周
暠
を
、『
尊
卑
分
脈
』
で
は
慶
寿
院
出
生
と
す
る
が
、
管
見
で
は

誕
生
の
記
事
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
他
に
、
天
文
十
七
年
若
狭
国
武
田
義
統
に
嫁

い
だ
娘
が
い
た（

（8
（

。
ま
た
、天
文
十
八
年
宝
鏡
寺
に
入
室
し
、永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）、

織
田
信
長
の
仲
介
で
三
好
義
継
と
結
婚
し
た
理
源
は
、
一
色
晴
具
の
娘
が
母
と
さ
れ

る（
（8
（

。
義
晴
の
子
ど
も
は
、
義
昭
・
理
源
が
慶
寿
院
兄
弟
姉
妹
の
許
に
入
室
し
た
。
ま

た
、
入
江
殿
は
近
衛
家
に
隣
接
し
、
義
尚
娘
が
門
主
で
あ
っ
た
が
、
天
文
八
年
、「
近

衛
殿
近
年
居
入
江
殿（

（8
（

」
と
、
稙
家
は
入
江
殿
に
住
ん
で
お
り
、
近
衛
家
と
入
江
殿
は

一
体
化
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
久
我
晴
通
の
妻
は
武
田
元
光
（
元
信
娘
の
説
も
あ
る
）
の
娘
で
あ
る
か

ら
、
義
晴
の
娘
は
久
我
晴
通
の
妻
の
実
家
に
嫁
い
だ
。
こ
の
他
に
、『
尊
卑
分
脈
』

は
大
慈
院
に
入
室
し
た
慶
寿
院
出
生
の
女
子
を
記
す
が
、
こ
れ
が
武
田
氏
に
嫁
い
だ

人
物
と
同
一
人
物
な
の
か
、
別
人
な
の
か
不
明
で
あ
る
（
系
図
２
参
照
）。
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理
源
の
宝
鏡
寺
入
室
に
は
久
我
晴
通
が
付
き
添
っ
て
い
る
。
晴
通
は
こ
う
し
た
内

向
き
の
事
柄
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、
天
文
二
十
二
年
世
上
の
事
に
つ
い
て
慶
寿
院
に

意
見
し
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
ず
突
如
出
家
し
て
い
る（

（8
（

。
晴
通
の
発
給
文
書
は
、
全

て
出
家
後
の
も
の
と
さ
れ
る（

（9
（

。
表
向
き
の
こ
と
は
稙
家
、
諸
大
名
と
の
交
渉
は
大
覚

寺
義
俊
・
聖
護
院
道
増
、
内
向
き
の
事
柄
は
久
我
晴
通
と
い
う
よ
う
に
、
兄
弟
の
中

で
役
割
分
担
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

三
、
義
晴
死
ま
で
の
動
向

　

次
に
、
義
晴
死
ま
で
の
動
向
を
見
て
い
こ
う
。
天
文
五
年
九
月
細
川
晴
元
が
上
洛

し（
（9
（

、
三
好
長
慶
・
木
澤
長
政
・
波
多
野
秀
忠
等
を
供
と
し
て
義
晴
に
出
仕
し
た（
（9
（

。
翌

天
文
六
年
に
細
川
晴
元
と
六
角
定
頼
の
娘
が
結
婚
し（

（9
（

、
義
晴
政
権
を
支
え
る
「
細
川

―
六
角
体
制
」
が
で
き
た
。
同
年
八
月
細
川
晴
元
は
右
京
大
夫
に
任
じ
ら
れ
、
義
晴

政
権
は
細
川
高
国
没
落
以
来
漸
く
安
定
し
た
。
天
文
八
年
二
月
か
ら
は
今
出
川
御
所

の
作
事
が
始
ま
っ
た（

（9
（

。
天
文
九
年
に
は
今
出
川
御
所
に
移
徙
し
た
の
で
は
な
い
か
と

さ
れ
る（

（9
（

。

　

天
文
八
年
六
月
、
三
好
長
慶
は
河
内
十
七
箇
所
の
代
官
職
を
望
ん
だ
が
、
同
族
の

三
好
政
長
を
重
用
し
て
い
た
細
川
晴
元
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
晴
元
と

長
慶
間
に
内
紛
が
起
き
、
戦
闘
寸
前
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
閏
六
月
十
六
日
、
慶

寿
院
と
義
輝
は
八
瀬
の
佐
子
局
（
清
光
院
）
の
許
に
避
難
し
た
。
義
昭
が
同
行
し
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
。
五
月
二
十
九
日
に
誕
生
し
た
ば
か
り
の
長
女
は
、
七
月
十
日

に
八
瀬
へ
移
っ
た
。
慶
寿
院
は
義
輝
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
し
、
産
後
で
あ
っ
た
が

長
女
を
置
い
て
、
自
ら
同
行
し
た
。
七
月
に
な
り
、
六
角
定
頼
・
足
利
義
晴
の
調
停

に
よ
り
、
三
好
長
慶
は
摂
津
芥
川
城
（
高
槻
市
）
を
撤
退
し
越
水
城
（
西
宮
市
）
に

移
っ
た（

（9
（

。

　

天
文
十
年
、
細
川
高
国
党
塩
川
国
満
を
細
川
晴
元
被
官
三
好
政
長
・
三
好
長
慶
ら

が
攻
め
、
塩
川
は
木
澤
長
政
に
救
援
を
求
め
た
。
木
澤
長
政
は
細
川
晴
元
の
被
官
で

あ
っ
た
が
こ
れ
に
応
じ
、
さ
ら
に
細
川
晴
元
被
官
の
内
部
対
立
も
表
面
化
し
た
。
そ

し
て
、
木
澤
長
政
は
義
晴
に
京
都
警
固
を
申
し
出
た（

（9
（

。
細
川
晴
元
は
岩
倉
に
退
去
し
、

そ
の
際
義
晴
の
同
行
を
求
め
た
が
義
晴
は
同
意
せ
ず
、
し
か
し
な
が
ら
木
澤
に
与
同

す
る
こ
と
も
拒
否
し
、義
晴
一
家
は
近
江
坂
本
に
退
去
し
た
。
こ
の
時
は
近
衛
稙
家
・

大
覚
寺
義
俊
・
久
我
晴
通
も
坂
本
へ
同
行
し
た（

（9
（

『
公
卿
補
任
』
は
「
関
白
随
大
樹
徒

歩
出
奔
、
先
代
未
聞
」
と
す
る
。
公
家
た
ち
に
と
っ
て
も
近
衛
一
族
の
随
行
は
異
例

で
あ
っ
た
。
翌
天
文
十
一
年
三
月
、
木
澤
長
政
は
敗
死
し
、
義
晴
一
家
は
京
に
戻
り
、

相
国
寺
法
住
院
（
義
澄
位
牌
所
）
に
入
り
、
そ
の
間
に
今
出
川
御
所
に
掘
を
普
請
し
、

四
月
八
日
今
出
川
御
所
に
入
っ
た（

（9
（

。
法
住
院
に
入
っ
た
頃
、『
歴
博
甲
本
洛
中
洛
外

図
屏
風
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
が
発
注
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

天
文
十
五
年
九
月
十
二
日
、
義
晴
一
家
、
近
衛
稙
家
ら
は
慈
照
寺
へ
移
っ
た
。
細

川
氏
綱
の
重
臣
細
川
国
慶
が
入
洛
し
た
た
め
で
、
国
慶
は
嵯
峨
に
逃
れ
た
細
川
晴
元

を
追
撃
し
た
。
十
二
月
十
八
日
義
晴
一
家
・
稙
家
・
聖
護
院
道
増
・
久
我
晴
通
は
義

輝
元
服
の
た
め
坂
本
に
行
っ
た
。
細
川
晴
元
は
京
都
か
ら
播
州
神
尾
に
敗
走
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
六
角
定
頼
を
加
冠
役
と
し
、
義
晴
は
義
輝
（
十
一
歳
）
に
将
軍
職

を
譲
り
、
自
身
は
義
輝
を
後
見
す
る
「
大
御
所
」
と
な
り
、
右
大
将
に
任
官
し
た（

（10
（

。

翌
年
正
月
、
義
晴
右
大
将
、
義
輝
元
服
の
参
賀
を
慈
照
寺
で
受
け
て
お
り
、
義
晴
一

家
は
引
き
続
き
慈
照
寺
に
留
ま
っ
て
い
た（

（10
（

。

　

天
文
十
六
年
三
月
、
義
晴
・
義
輝
は
細
川
晴
元
・
三
好
長
慶
と
対
立
し
北
白
川
城

に
入
城
し
た（

（10
（

。
こ
れ
は
、
細
川
氏
綱
・
国
慶
と
結
ん
で
い
た
た
め
と
さ
れ
る（

（10
（

。
近
衛

稙
家
・
聖
護
院
道
増
・
大
覚
寺
義
俊
も
同
行
し
た
こ
と
か
ら
、
慶
寿
院
も
同
行
し
た

と
思
わ
れ
る
。
四
月
一
日
、
晴
元
軍
は
東
山
を
取
り
巻
き
、
吉
田
か
ら
北
白
川
一
帯

に
放
火
し
た
。
七
月
十
九
日
、
晴
元
軍
・
六
角
軍
に
包
囲
さ
れ
た
義
晴
は
、
城
を
自

焼
し
て
坂
本
に
退
去
し
、
二
十
九
日
細
川
晴
元
・
六
角
定
頼
と
和
解
し
た（

（10
（

。
閏
七
月
、
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高
雄
・
栂
尾
に
城
を
構
え
た
細
川
国
慶
を
晴
元
が
攻
撃
し
、
高
雄
城
は
落
城
し
、
神

護
寺
・
栂
尾
が
焼
失
し
た（

（10
（

。

　

同
年
十
一
月
、
四
国
か
ら
足
利
義
維
が
堺
に
上
陸
し
た（

（10
（

。
こ
の
知
ら
せ
は
九
条
稙

通
か
ら
証
如
に
も
た
ら
さ
れ
、
証
如
は
翌
日
千
疋
を
九
条
に
贈
り
義
維
を
助
成
し
て

い
る
。

　

天
文
十
七
年
六
月
七
日
、
義
晴
一
家
・
近
衛
一
族
は
坂
本
か
ら
京
に
戻
っ
た（

（10
（

。
六

角
定
頼
が
細
川
氏
綱
と
結
ん
で
い
た
遊
佐
長
教
と
、
細
川
晴
元
の
和
睦
を
成
立
さ
せ

た（
（10
（

た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
天
文
十
八
年
一
月
、
三
好
長
慶
は
、
三
好
政
長
と
細
川
晴
元
に
対
し
叛

旗
を
翻
し
、細
川
氏
綱
・
遊
佐
長
教
と
結
び
出
陣
し
た
。
三
月
に
近
衛
邸
近
く
に
あ
っ

た
慈
照
寺
里
坊
で
、
近
衛
兄
弟
の
長
男
慈
照
寺
が
何
者
か
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た（

（10
（

。

六
月
、
摂
津
江
口
の
戦
い
が
行
わ
れ
、
三
好
政
長
は
討
死
し
た
。
三
宅
城
に
い
た
晴

元
は
丹
波
を
経
て
京
に
戻
り
、
義
晴
一
家
・
近
衛
一
族
・
援
軍
と
し
て
上
洛
し
て
い

た
六
角
定
頼
ら
と
共
に
坂
本
に
退
去
し
た（

（11
（

。
そ
し
て
、
天
文
十
九
年
五
月
四
日
、
足

利
義
晴
は
四
十
歳
で
近
江
穴
太
に
お
い
て
死
去
し
た
。
慶
寿
院
三
十
七
歳
、
義
輝

十
五
歳
で
あ
っ
た
。
慶
寿
院
は
九
日
に
髪
を
お
ろ
し
、
宮
内
卿
局
、
慶
寿
院
の
乳
母

も
出
家
し
た（

（11
（

。

　

五
月
二
十
一
日
、
慈
照
寺
で
葬
儀
が
行
わ
れ
た
。
上
野
信
孝
・
伊
勢
貞
孝
ら
義
晴

側
近
衆
の
他
、
飛
鳥
井
雅
綱
・
烏
丸
光
康
・
高
倉
永
家
・
広
橋
国
光
・
高
倉
永
相
・

日
野
晴
資
・
南
御
所
・
入
江
殿
・
宝
鏡
寺
・
通
玄
寺
・
總
持
寺
・
五
山
十
刹
の
僧
侶

等
も
参
じ
た（

（11
（

。

　

結
婚
後
の
生
活
を
ま
と
め
る
と
、
平
穏
な
日
々
と
は
言
え
な
い
が
、
将
軍
に
敵
対

す
る
勢
力
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
四
国
の
義
維
が
京
都
ま
で
進
出
す
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。
義
晴
一
家
近
江
退
去
の
原
因
は
、
細
川
晴
元
被
官
の
内
部
争
い
、
細
川

氏
綱
挙
兵
で
あ
り
、細
川
家
内
の
争
い
が
原
因
で
あ
っ
た
。
六
角
定
頼
は
将
軍
擁
護
・

細
川
晴
元
擁
護
の
立
場
で
あ
り
、
越
前
朝
倉
、
能
登
畠
山
、
若
狭
武
田
、
伊
予
河
野
、

伊
勢
北
畠
、
越
後
長
尾
も
義
晴
派
で
あ
っ
た
。

　

義
晴
は
天
文
十
六
年
に
細
川
晴
元
と
袂
を
分
か
ち
、
高
国
跡
目
の
氏
綱
と
結
ぶ
道

を
選
択
し
た
が
、
六
角
定
頼
の
意
向
で
晴
元
と
和
解
し
た
。
し
か
し
、
三
好
長
慶
が

晴
元
に
叛
旗
を
翻
し
氏
綱
側
と
結
ん
だ
た
め
に
、
義
晴
一
家
は
近
江
に
没
落
し
、
義

晴
は
近
江
で
死
去
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
義
晴
一
家
の
近
江
退
去
に
は
常
に
近

衛
一
族
も
同
行
し
て
お
り
、
将
軍
家
と
近
衛
家
は
外
戚
と
い
う
以
上
に
一
族
化
し
て

い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

四
、
御
台
と
し
て
の
活
動

　

つ
ぎ
に
、
御
台
と
し
て
の
活
動
を
見
て
い
こ
う
。

①
天
文
八
年
、
慶
寿
院
か
ら
大
館
常
興
に
、
山
城
国
河
嶋
を
近
衛
家
領
と
し
て
安
堵

す
る
将
軍
下
知
が
あ
っ
た
が
、
万
松
軒
が
訴
訟
に
及
ん
だ
の
は
謂
れ
の
な
い
こ
と
な

の
で
、
そ
の
旨
を
心
得
て
お
く
よ
う
指
示
が
あ
り
、
大
館
常
興
は
、
心
得
た
と
返
答

し
た（

（11
（

。

②
天
文
九
年
三
月
三
日
、
日
野
殿
御
料
人
が
慶
寿
院
の
許
に
訪
れ
、
近
江
高
島
郡
日

野
家
領
の
年
貢
半
分
を
御
料
人
へ
分
け
る
よ
う
口
入
を
願
っ
て
き
た（

（11
（

。
日
野
家
当
主

は
晴
光
（
二
十
三
歳
）
で
あ
る
。
こ
の
日
野
家
領
分
進
は
、
一
代
限
り
で
あ
っ
た
の

で
認
め
ら
れ
た
。

　

宝
鏡
寺
文
書
に
は
、
祥
雲
院
雑
掌
宛
て
文
書
が
あ
る
。
近
江
高
島
郡
仁
和
庄
内
日

野
家
割
分
地
を
、
日
野
家
に
借
銭
が
あ
る
と
号
し
て
、
伊
藤
新
左
衛
門
尉
が
押
領
し

た
こ
と
を
禁
じ
、
所
領
を
安
堵
す
る
天
文
九
年
十
二
月
八
日
付
幕
府
奉
行
人
奉
書
で

あ
る（

（11
（

。
こ
の
文
書
か
ら
、
慶
寿
院
の
と
こ
ろ
に
来
た
日
野
御
料
人
は
、
祥
雲
院
（
足

利
義
尚
妻
、
日
野
勝
光
娘
）
だ
と
思
わ
れ
、
分
割
さ
れ
た
の
は
、
仁
和
庄
の
一
部
、

年
十
二
石
（
閏
月
が
あ
る
年
は
加
増
）
分
で
あ
る
。
祥
雲
院
は
分
割
地
を
得
た
も
の
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の
、
伊
藤
に
押
領
さ
れ
た
の
で
幕
府
に
訴
え
、
幕
府
奉
行
人
奉
書
が
出
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

③
天
文
九
年
医
師
半
井
明
英
が
医
学
を
学
ぶ
た
め
渡
唐
を
希
望
し
、
慶
寿
院
に
申
し

入
れ
た
が
、
義
稙
の
時
代
に
大
内
義
興
に
勘
合
を
与
え
た
の
で
、
大
内
の
許
可
が
な

い
と
難
し
く
、
大
内
に
関
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
内
談
衆
も
同
意
し
て
い
る（

（11
（

。

大
内
と
は
大
永
三
年
に
勘
合
船
入
港
を
め
ぐ
っ
て
、
寧
波
の
乱
が
起
き
て
い
る
た
め

で
あ
る
。

④
天
文
九
年
九
月
二
十
三
日
、
伊
勢
貞
孝
邸
で
、
揚
弓
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
に

朝
倉
孝
景
の
弟
景
高
・
内
談
衆
本
郷
光
泰
が
参
加
し
た
。
朝
倉
景
高
は
兄
孝
景
と
不

仲
で
あ
り
、
京
都
に
潜
伏
し
て
い
た
。
義
晴
は
景
高
と
の
接
触
を
禁
じ
て
お
り
、
景

高
と
同
席
し
た
本
郷
光
泰
に
切
腹
を
申
し
付
け
た
が
、
本
郷
は
逐
電
し
た（

（11
（

。
本
郷
光

泰
は
、
義
晴
の
父
義
澄
の
近
江
没
落
に
供
奉
し
た
本
郷
扶
泰
と
同
一
人
物
で
は
な
い

か
と
さ
れ（

（11
（

、
義
澄
以
来
の
旧
臣
で
内
談
衆
で
あ
っ
た
。
朝
倉
孝
景
か
ら
は
義
晴
の
処

置
に
対
す
る
御
礼
と
し
て
、
禁
裏
修
理
料
百
貫
、
義
晴
に
五
十
貫
が
進
上
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
天
文
十
年
に
慶
寿
院
が
執
り
成
し
、
本
郷
光
泰
は
許
さ
れ
幕
府
に
復
帰
し

た（
（11
（

。
⑤
天
文
十
年
八
月
二
十
一
日
、
慶
寿
院
は
禁
裏
で
能
を
催
し
て
い
る
。
能
役
者
に
唐

織
物
御
服
を
下
す
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
叔
父
岩
栖
院
霊
超
を
僧
で
は
な
く
徳
大
寺
と
し

て
、
近
衛
家
と
同
じ
座
敷
に
通
す
こ
と
、
慶
寿
院
参
会
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
、
十

日
か
ら
大
館
常
興
と
打
ち
合
わ
せ
て
い
る（

（12
（

。
叔
父
の
岩
栖
院
霊
超
も
参
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
近
衛
一
族
が
揃
っ
て
参
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

義
晴
御
台
時
代
の
慶
寿
院
の
活
動
を
ま
と
め
る
と
、
身
近
な
人
物
の
個
人
的
な
要

望
の
口
入
に
限
ら
れ
、
政
治
向
き
の
事
に
直
接
関
わ
っ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。
本

郷
光
泰
の
件
は
、
慶
寿
院
の
執
り
成
し
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
で
、
円
満
に
義
澄
以

来
の
旧
臣
の
幕
府
復
帰
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
近
衛
家
は
大
名
の
要
望
を
幕
府
に
取
次
ぐ
な
ど
、「
将
軍
御
一
家
」
と

し
て
、
そ
の
影
響
力
を
発
揮
し
、
幕
府
の
有
力
者
と
し
て
幕
政
に
関
与
し
た
。

　
　
　

第
三
章　

義
輝
母
時
代

　

一
、
義
晴
死
後
の
動
向

　

義
晴
死
後
、
義
輝
は
天
文
十
九
年
五
月
十
一
日
に
、
比
叡
辻
宝
泉
寺
へ
移
り（

（12
（

、
五

月
二
十
六
日
に
徐
服
復
任
の
宣
旨
が
あ
っ
た
。
近
衛
稙
家
は
比
叡
辻
妙
泉
寺
が
宿
所

で
、
山
科
言
継
は
稙
家
の
所
に
も
挨
拶
に
行
っ
て
い
る（

（12
（

。

　

閏
五
月
二
十
三
日
に
四
十
九
日
の
仏
事
が
行
わ
れ
、
六
月
二
十
一
日
に
、
禁
裏
へ

義
晴
の
遺
品
が
奉
納
さ
れ
た
。
六
月
二
十
八
日
に
将
軍
参
賀
が
行
わ
れ
、
七
月
二
日

御
沙
汰
始
め
が
行
わ
れ
た（

（12
（

。

　

七
月
八
日
、
細
川
晴
元
軍
は
吉
田
・
浄
土
寺
・
北
白
川
に
進
出
し
た
。
十
四
日
、

三
好
長
逸
・
長
虎
親
子
、
十
河
一
存
を
大
将
に
一
万
八
千
の
軍
が
一
条
か
ら
五
条
に

打
ち
出
し
た
。
晴
元
軍
は
吉
田
山
に
陣
取
、
江
州
衆
は
北
白
川
山
上
に
陣
を
と
っ
た
。

人
々
は
晴
元
軍
に
悪
口
を
浴
び
せ
、
京
中
地
子
等
の
徴
収
を
東
軍
は
断
念
し
た（

（12
（

。

　

十
月
二
十
日
禁
裏
の
東
か
ら
五
条
に
か
け
て
十
河
一
存
・
芥
川
孫
十
郎
・
三
好
長

逸
ら
が
討
ち
出
し
、
東
山
上
に
陣
取
っ
た
江
州
衆
二
万
程
の
内
、
永
原
衆
・
細
川
衆

等
二
千
程
が
鴨
川
河
原
に
打
ち
出
し
小
競
り
合
い
が
あ
っ
た（

（12
（

。

　

十
一
月
十
九
日
、
三
好
長
慶
軍
が
東
山
・
聖
護
院
・
岡
崎
・
吉
田
・
北
白
川
・
浄

土
寺
・
鹿
ケ
谷
・
田
中
を
焼
き
払
い
、
二
十
日
に
大
津
、
松
本
に
進
出
し
放
火
し
た
。

そ
し
て
、
二
十
一
日
に
「
東
山
武
家
之
御
城
」
が
落
城
し
た
。
こ
れ
は
、
義
晴
が
築

城
し
た
中
尾
城
・
ま
た
は
北
白
川
城
だ
と
思
わ
れ
る
。
義
輝
は
城
を
自
焼
し
、
坂
本

へ
逃
れ
、
さ
ら
に
堅
田
に
移
っ
た（

（12
（

。
慶
寿
院
・
近
衛
一
族
も
堅
田
へ
移
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
三
好
軍
は
焼
け
残
っ
た
場
所
に
放
火
し
、
城
を
破
壊
し
下
国
し
た（

（12
（

。
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翌
天
文
二
十
年
一
月
三
十
日
、
伊
勢
貞
孝
・
一
色
七
郎
・
進
士
賢
光
・
春
阿
弥
・

松
阿
弥
が
、
義
輝
を
盗
み
奉
じ
て
上
洛
し
よ
う
と
し
た
が
露
見
し
、
坂
本
か
ら
退
散

し
夜
中
に
上
洛
し
た（

（12
（

。

　

二
月
七
日
、
松
永
長
頼
を
大
将
に
三
好
軍
は
近
江
に
攻
め
込
ん
だ
が
、
瀬
田
の
山

岡
勢
に
敗
れ
退
い
た
。
二
十
七
日
に
も
三
好
勢
は
大
津
に
放
火
し
、
二
十
八
日
に
は

逆
に
山
岡
勢
が
山
科
に
放
火
し
た（

（12
（

。
こ
の
間
の
二
月
十
日
に
義
輝
・
慶
寿
院
・
近
衛

稙
家
は
朽
木
へ
逃
れ
た（

（13
（

。

　

三
月
十
四
日
に
、
伊
勢
守
邸
で
行
わ
れ
た
酒
宴
で
、
三
好
長
慶
が
進
士
賢
光
に
襲

わ
れ
た
が
、
命
は
取
り
留
め
た（

（13
（

。
こ
れ
は
、
義
輝
が
命
じ
た
と
も
、
長
慶
に
対
す
る

進
士
の
怨
み
と
も
言
わ
れ
る（

（13
（

。
義
輝
が
命
じ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
一
月
の
進
士
ら
の

坂
本
退
去
は
義
輝
も
承
知
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

七
月
に
は
、
晴
元
勢
が
陣
取
し
て
い
た
相
国
寺
が
焼
か
れ
た（

（13
（

。
今
出
川
御
所
は
、

天
文
十
八
年
に
義
晴
が
近
江
に
没
落
す
る
際
、
相
国
寺
が
留
守
居
を
命
じ
ら
れ
て
い

た（
（13
（

。
こ
の
後
、
今
出
川
御
所
は
存
続
し
て
い
た
も
の
の
、
後
述
す
る
よ
う
に
荒
廃
が

進
ん
だ
。

　

十
月
二
十
八
日
、
大
覚
寺
義
俊
が
天
王
寺
別
当
に
任
じ
ら
れ
、
義
輝
・
義
俊
よ
り

禁
裏
へ
御
礼
が
あ
っ
た（

（13
（

。
朽
木
在
住
中
も
、
義
輝
か
ら
禁
裏
へ
猪
子
や
、
季
節
の
贈

答
が
行
わ
れ
、
公
家
が
朽
木
を
訪
れ
て
い
る（

（13
（

。

　

天
文
二
十
一
年
一
月
二
日
、
そ
れ
ま
で
細
川
晴
元
を
支
援
し
て
き
た
六
角
定
頼
が

死
ぬ
と（

（13
（

、
二
十
八
日
、
三
好
長
慶
と
義
輝
の
和
談
が
成
立
し
、
義
輝
は
帰
洛
し
た
。

伊
勢
被
官
蜷
川
・
堤
を
先
頭
に
、
三
宝
院
義
堯
、
大
館
晴
光
・
大
館
晴
忠
・
上
野
信

孝
・
朽
木
稙
綱
・
細
川
晴
経
・
伊
勢
貞
孝
・
高
倉
永
家
等
が
供
奉
し
、
近
衛
稙
家
・

大
覚
寺
義
俊
・
慶
寿
院
な
ど
数
千
人
が
入
洛
し
た
。
慶
寿
院
の
輿
は
十
一
丁
で
あ
っ

た（
（13
（

。
朽
木
に
も
多
く
の
人
数
が
供
奉
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

晴
元
は
嫡
子
聡
明
丸
を
三
好
側
に
差
し
出
し
、
自
身
は
出
奔
し
た
。
翌
日
義
輝
に

参
賀
が
許
さ
れ
た
者
は
、
朽
木
に
挨
拶
に
来
た
者
だ
け
だ
っ
た
。
山
科
言
継
は
朽
木

へ
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
所
領
が
不
知
行
で
事
行
か
な
か
っ
た
と
弁
明
し
、
参
賀

が
許
さ
れ
て
い
る
。
西
園
寺
公
朝
・
三
条
公
兄
・
雅
業
王
・
勧
修
寺
晴
秀
・
三
条
実

福
・
狩
野
元
信
と
孫
（
永
徳
）
等
が
参
賀
に
訪
れ
た（

（13
（

。

　

入
洛
し
た
義
輝
は
他
所
に
入
っ
た
記
録
が
な
い
の
で
今
出
川
御
所
に
入
っ
た
と
思

わ
れ
、
今
出
川
御
所
は
存
続
し
て
い
た
が
、
二
月
に
義
輝
は
御
所
を
新
造
し
、
庭
泉

水
を
作
っ
て
お
り（

（14
（

、
荒
廃
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
入
洛
の
翌
日
二
十
九
日
に

山
科
言
継
は
、
近
衛
稙
家
の
所
に
も
挨
拶
に
行
き
、
三
月
に
義
輝
が
近
衛
邸
に
御
成

し
て
い
る
の
で（

（14
（

、
近
衛
邸
も
存
続
し
て
い
た
。
聖
護
院
は
長
慶
に
よ
っ
て
焼
か
れ
た

が
、
道
増
は
八
月
に
醍
醐
寺
に
入
寺
し
、
能
見
物
を
し
て
い
る（

（14
（

。

　

三
月
十
一
日
、
細
川
氏
綱
が
右
京
大
夫
、
弟
藤
賢
が
右
馬
頭
に
任
じ
ら
れ
、
幕
府

に
出
仕
し
た（

（14
（

。

　

十
一
月
、
東
山
霊
山
に
義
輝
は
城
を
構
え（

（14
（

、
再
び
京
都
に
進
軍
し
て
き
た
晴
元
に

対
抗
し
た
。
二
十
七
日
晴
元
軍
は
、
西
岡
か
ら
嵯
峨
に
陣
と
り
、
さ
ら
に
義
輝
の
籠

る
霊
山
に
取
り
懸
か
り
、
五
条
坂
に
放
火
し
建
仁
寺
が
焼
け
た
。
晴
元
軍
が
引
き
上

げ
た
後
、
山
科
言
継
・
冷
泉
為
益
・
広
橋
国
光
・
庭
田
重
保
・
摂
津
元
造
・
飯
尾
堯

連
・
飯
尾
貞
広
等
は
霊
山
城
の
義
輝
、
清
水
寺
に
慶
寿
院
・
近
衛
稙
家
を
訪
ね
て
い

る
。
三
十
日
に
も
、
言
継
・
万
里
小
路
惟
房
・
勧
修
寺
晴
秀
・
三
条
実
福
・
甘
露
寺

経
元
が
霊
山
に
義
輝
、
清
水
に
慶
寿
院
・
近
衛
稙
家
・
子
安
観
音
に
朽
木
稙
綱
を
訪

ね
た
。

　

十
二
月
一
日
三
好
長
慶
が
上
洛
し
、
祇
園
に
陣
取
っ
た
。
義
輝
は
引
き
続
き
霊
山

に
、
伊
勢
貞
孝
は
清
水
寺
執
行
所
に
い
た
が
、
十
二
月
十
七
日
に
稙
家
・
聖
護
院
・

近
衛
晴
嗣
（
前
久
）
が
連
歌
会
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
に
帰
館
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（14
（

。

　

翌
天
文
二
十
二
年
正
月
は
、
義
輝
・
慶
寿
院
は
今
出
川
御
所
で
、
参
賀
を
受
け
た
。
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閏
正
月
二
十
八
日
、
三
好
長
慶
も
子
息
孫
二
郎
と
共
に
上
洛
し
、
御
供
衆
と
し
て
義

輝
に
出
仕
し
た
。
し
か
し
、
長
慶
と
、
義
輝
側
近
に
不
和
が
あ
り
、
上
野
信
孝
・
杉

原
晴
盛
・
細
川
晴
広
・
彦
部
晴
直
な
ど
が
晴
元
に
内
通
し
て
い
る
と
い
う
雑
説
が
あ

り
、
長
慶
は
淀
に
下
っ
た（

（14
（

。

　

二
月
八
日
、
義
輝
は
東
山
霊
山
城
を
普
請
し
、
十
二
日
、
三
好
長
慶
が
東
寺
ま
で

上
洛
し
た
。
二
十
三
日
に
義
輝
は
再
び
霊
山
城
に
入
っ
て
い
る
。
細
川
晴
元
は
高
雄

に
陣
取
り
三
好
長
慶
側
と
戦
が
あ
っ
た
。
長
慶
は
清
水
願
所
で
義
輝
と
対
面
し
、
反

長
慶
派
の
上
野
信
孝
ら
か
ら
人
質
を
取
っ
た（

（14
（

。
義
輝
家
臣
は
長
慶
派
と
晴
元
派
に
分

裂
し
て
い
た（

（14
（

。
三
月
八
日
、
三
好
長
慶
と
義
輝
の
和
談
が
破
れ
、
義
輝
が
霊
山
城
に

入
城
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
今
出
川
御
所
と
併
用
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ

る（
（14
（

。
慶
寿
院
・
近
衛
稙
家
も
清
水
寺
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
四
月
八
日
、
久
我
晴
通
が
「
世
上
之
儀
」
に
つ
い
て
慶
寿
院

に
意
見
し
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
朝
廷
の
許
可
も
得
な
い
ま
ま
落
髪
し
た（

（15
（

。
晴
通

は
晴
元
と
通
じ
る
こ
と
に
反
対
し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
晴
元
と
結
ぶ
道
を
選
ん
だ
の
は
十
八
歳
の
義
輝
で

は
な
く
、
慶
寿
院
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

晴
元
と
近
衛
稙
家
は
、
度
々
遊
興
の
場
に
同
席
し
て
お
り
親
し
か
っ
た
。
晴
元
と

の
つ
な
が
り
を
持
つ
稙
家
は
、
晴
元
と
連
携
す
る
道
を
選
び
、
慶
寿
院
も
そ
れ
に
同

意
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

七
月
、
細
川
晴
元
が
長
坂
に
進
出
し
、
義
輝
も
出
陣
し
た
。
晴
元
は
上
野
信
孝
ら

に
迎
え
ら
れ
北
野
の
馬
場
で
義
輝
に
許
さ
れ
た
。
義
輝
は
西
院
小
泉
城
を
攻
め
、
船

岡
山
に
陣
取
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
、
松
田
監
物
・
醍
醐
寺
衆
が
守
る
霊
山
城

が
三
好
被
官
今
村
慶
満
に
攻
め
ら
れ
落
城
し
た
。
義
輝
は
杉
坂
か
ら
龍
花
、
朽
木
に

撤
退
し
、
途
中
随
行
し
て
い
た
公
家
・
奉
行
人
の
多
く
が
京
都
に
戻
っ
た（

（15
（

。

　

西
島
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
天
文
二
十
二
～
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
に
朽
木
に
滞

在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
人
物
は
、
近
衛
稙
家
・
清
光
院
・
宮
内
卿
局
・
春

日
局
・
細
川
晴
元
・
細
川
藤
孝
・
大
館
晴
光
・
曽
我
上
野
介
・
飯
川
信
堅
・
三
淵
晴

員
・
諏
訪
晴
長
・
飯
尾
貞
広
・
飯
尾
堯
連
・
松
田
藤
弘
・
松
田
藤
頼
・
松
田
頼
隆
・

治
部
貞
兼
・
治
部
藤
通
・
祐
阿
で
あ
る（

（15
（

。
義
輝
御
供
の
人
数
は
四
十
人
余
り
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
の
で（

（15
（

、
実
際
に
は
さ
ら
に
多
く
の
者
が
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
多
く

が
、
義
澄
・
義
晴
の
代
か
ら
将
軍
近
臣
の
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

松
田
頼
隆
は
、
大
原
で
他
の
奉
行
人
と
と
も
に
拘
束
さ
れ
た
が
、
逃
れ
て
龍
花
に

戻
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
朽
木
い
る
頼
隆
に
山
科
言
継
が
書
状
を
送
っ
て
い
る
の
で
、

朽
木
に
行
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
同
じ
く
捕
え
ら
れ
た
奉
行
人
中
沢
光
俊
は
、
帰

京
後
、
頼
隆
宅
が
闕
所
と
な
っ
た
の
で
、
頼
隆
宅
に
居
住
し
、
三
好
側
の
奉
行
人
と

し
て
活
動
し
た（

（15
（

。
な
お
、
近
衛
稙
家
が
朽
木
い
る
こ
と
か
ら
、
慶
寿
院
も
朽
木
に
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
慶
寿
院
は
霊
山
城
か
ら
坂
本
、
朽
木
へ
逃
れ
、
義
輝
と
合
流

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
そ
の
間
も
近
衛
晴
嗣
（
前
久
）
は
在
京
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る（

（15
（

。

　

天
文
二
十
三
年
正
月
、
近
衛
邸
歌
会
に
大
覚
寺
義
俊
・
聖
護
院
御
児
が
参
加
し
、

正
月
二
十
九
日
の
禁
裏
和
漢
歌
会
に
大
覚
寺
義
俊
・
近
衛
晴
嗣
が
、
三
月
の
禁
裏
千

句
に
義
俊
が
参
加
し
て
い
る（

（15
（

。
こ
の
よ
う
に
、
大
覚
寺
義
俊
も
在
京
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
す
る
。

　

弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
九
月
十
一
日
、
山
科
言
継
は
、
駿
河
へ
向
か
う
旅
の
途

中
、
上
坂
本
の
妙
観
寺
で
、
近
衛
稙
家
・
妻
慶
子
に
面
会
し
て
い
る（

（15
（

。
稙
家
・
慶
子

は
こ
の
頃
坂
本
に
在
住
し
て
い
た
。
慶
寿
院
に
は
会
っ
て
い
な
い
の
で
。
慶
寿
院
は

朽
木
に
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
三
月
、
義
輝
は
龍
花
へ
移
り
、
五
月
坂
本
に
移
り
、
細

川
晴
元
と
共
に
如
意
ガ
嶽
に
陣
を
構
え
、
三
好
軍
と
戦
闘
が
行
わ
れ
た
。
六
月
七
日
、

勝
軍
城
に
陣
取
っ
て
い
た
伊
勢
貞
孝
・
三
好
軍
は
城
を
自
焼
し
東
寺
へ
引
き
、
十
二
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日
義
輝
は
勝
軍
山
に
御
殿
を
建
て
た（

（15
（

。
九
月
十
六
日
吉
田
兼
右
が
義
輝
・
慶
寿
院
・

稙
家
等
の
御
祓
い
を
勝
軍
城
に
届
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
慶
寿
院
も
勝
軍
城
に
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る（

（15
（

。

　

そ
の
後
、
三
好
側
と
和
睦
が
成
立
し
、
十
一
月
二
十
七
日
義
輝
は
入
洛
し
、
御
殿

で
細
川
氏
綱
・
細
川
藤
賢
・
三
好
長
慶
・
伊
勢
貞
孝
よ
り
太
刀
・
馬
の
進
上
を
受
け

た
。
御
供
は
大
館
晴
光
・
晴
忠
・
上
野
信
孝
等
で
あ
っ
た
。
禁
裏
へ
も
義
輝
か
ら
太

刀
・
馬
・
折
二
十
合
樽
二
十
荷
が
贈
ら
れ
た（

（16
（

。

　

入
洛
に
際
し
義
輝
が
長
慶
等
の
参
賀
を
受
け
た
「
松
の
御
庭
の
あ
る
御
殿
」
は
、

今
出
川
御
所
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
永
禄
元
年
山
科
言
継
が
武
家
御
所
御
殿
を
見
物

し
て
い
る
の
で
、
今
出
川
御
所
は
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（16
（

。
こ
の
日
は

相
国
寺
に
逗
留
し
翌
日
勝
軍
城
に
帰
り
、
十
二
月
三
日
、
義
輝
・
慶
寿
院
は
本
覚
寺

（
妙
覚
寺
）に
入
っ
た（

（16
（

。
慶
寿
院
へ
も
人
々
が
御
礼
に
参
上
し
た
が
対
面
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
細
川
藤
賢
に
薄
地
の
素
襖
が
御
免
と
な
り
、
こ
れ
は
、
近
衛
稙
家
の
申
沙

汰
だ
っ
た
。

　

十
二
月
十
七
日
、
細
川
氏
綱
よ
り
樽
・
白
鳥
・
昆
布
等
が
進
上
さ
れ
、
長
慶
よ
り

慶
寿
院
に
折
五
合
樽
五
荷
が
進
上
さ
れ
た（

（16
（

。
十
二
月
二
十
三
日
に
は
、
義
輝
と
近
衛

稙
家
の
娘
の
祝
言
が
三
日
間
に
渡
り
行
わ
れ
た（

（16
（

。

　

永
禄
二
年
二
月
三
日
、
三
好
長
慶
と
共
に
息
孫
次
郎
（
義
興
）
が
初
め
て
の
御
礼

に
出
仕
し
、
義
輝
に
馬
・
太
刀
・
五
種
五
荷
、
慶
寿
院
に
五
種
五
荷
、
春
日
局
へ
三

種
三
荷
が
進
上
さ
れ
た
。
三
月
十
日
に
、
細
川
氏
綱
が
歳
暮
の
挨
拶
と
し
て
、
義
輝

に
扇
十
本
・
十
合
十
荷
、
御
台
に
五
合
五
荷
、
慶
寿
院
に
五
合
五
荷
と
初
め
て
の
対

面
の
御
礼
に
練
貫
一
重
・
引
合
十
帖
、
春
日
局
へ
三
種
三
荷
が
進
上
さ
れ
た
。

　

同
十
二
月
十
八
日
三
好
孫
次
郎
へ
、「
義
」
の
偏
諱
が
与
え
ら
れ
、
義
長
と
な
っ
た
。

永
禄
三
年
正
月
、
長
慶
が
相
伴
衆
と
し
て
始
め
て
出
仕
し
、
義
輝
に
太
刀
・
万
疋
が

長
慶
・
義
長
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
進
上
さ
れ
、
慶
寿
院
に
も
長
慶
・
義
長
か
ら
各
千
疋
が

進
上
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
儀
礼
に
お
い
て
も
、
慶
寿
院
・
春
日
局
に
は
必
ず
進
上
物

が
記
録
さ
れ
て
い
る（

（16
（

。

　

永
禄
二
年
七
月
八
日
、
武
衛
の
敷
地
に
将
軍
邸
が
新
造
さ
れ
、
造
作
始
め
が
行
わ

れ（
（16
（

、
永
禄
三
年
六
月
、
武
衛
御
所
に
移
徙
し
た（

（16
（

。
こ
の
御
所
は
堀
が
掘
ら
れ
、
城
に

近
い
も
の
で
あ
っ
た（

（16
（

。

　

同
年
八
月
一
日
、
八
朔
の
礼
に
山
科
言
継
父
子
・
広
橋
国
光
・
高
倉
永
相
・
甲
州

武
田
入
道
等
が
参
賀
に
訪
れ
て
い
る
。
言
継
は
、
御
台
近
衛
氏
、
慶
寿
院
へ
も
挨
拶

に
行
き
、
聖
護
院
道
増
と
初
め
て
対
面
し
た（

（16
（

。
こ
れ
以
前
の
同
年
二
月
一
日
に
織
田

信
長（

（17
（

、
四
月
頃
に
長
尾
景
虎
も
上
洛
し
て
い
る（

（17
（

。
ま
た
、
正
親
町
天
皇
即
位
費
用
を

毛
利
元
就
が
献
上
し
た（

（17
（

。
三
好
長
慶
も
即
位
費
用
百
貫
を
献
上
し
て
い
る（

（17
（

。
義
輝
京

都
復
帰
後
、
信
長
・
謙
信
が
上
洛
し
、
義
輝
御
所
で
は
、
近
衛
家
主
催
の
風
流
が
行

わ
れ（

（17
（

、
正
親
町
天
皇
即
位
費
用
も
献
上
さ
れ
、
漸
く
京
都
は
安
定
を
取
り
戻
し
た
。

　

永
禄
三
年
二
月
、
正
親
町
天
皇
は
、
勧
修
寺
尹
豊
の
即
位
伝
奏
就
任
に
つ
い
て
義

輝
に
直
に
文
を
送
り
、
大
覚
寺
義
俊
が
取
り
次
ぎ
、
翌
日
義
輝
か
ら
承
認
の
返
事
が

あ
っ
た（

（17
（

。
義
俊
か
ら
慶
寿
院
、
義
輝
へ
伝
達
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
衛
ル
ー
ト
の

交
渉
は
迅
速
な
交
渉
ル
ー
ト
と
し
て
、
禁
裏
も
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

永
禄
四
年
三
月
三
十
日
、
義
輝
は
三
好
義
興
邸
へ
御
成
し
た
。
こ
れ
以
前
の
二
月

二
十
三
日
、
鹿
苑
寺
に
義
長
（
義
興
）
が
見
物
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
義
輝
が
坂
迎
に

来
て
い
る
の
で
参
上
す
る
よ
う
に
呼
ば
れ
た
。
そ
の
後
、
坂
迎
え
の
返
礼
と
し
て
将

軍
邸
で
能
を
催
し
た
が
、
三
月
一
日
の
義
長
幕
府
出
仕
の
時
、
大
館
晴
光
・
上
野
信

孝
・
伊
勢
貞
孝
が
、
返
礼
は
略
儀
で
あ
っ
た
の
で
再
度
御
成
を
申
し
入
れ
る
よ
う
持

ち
か
け
た
。
そ
こ
で
、
三
好
長
慶
・
義
長
は
、
光
照
院
の
並
び
の
立
売
北
・
道
正
際
・

木
下
に
あ
っ
た
古
御
殿
に
主
殿
の
破
風
、
能
舞
台
・
便
所
、
御
湯
殿
・
厩
を
新
造
し
、

茶
室
、
座
敷
飾
り
を
設
え
、
西
向
き
に
冠
木
門
を
建
て
義
輝
を
迎
え
た（

（17
（

。

　

義
輝
は
、
細
川
藤
賢
・
大
館
輝
氏
・
上
野
信
孝
・
細
川
輝
経
・
大
館
晴
忠
・
伊
勢
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貞
良
・
伊
勢
貞
倍
・
伊
勢
貞
孝
・
万
阿
を
御
供
衆
に
連
れ
御
成
し
、
三
好
長
慶
・
義

長
・
細
川
氏
綱
・
三
好
長
逸
・
三
好
政
康
等
が
出
迎
え
た
。
ま
た
、
竹
内
季
治
、
松

永
久
秀
は
御
供
衆
の
接
待
に
あ
た
っ
た
。
な
お
、
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
に
描
か
れ
た

三
好
筑
前
邸
冠
木
門
は
、
こ
の
御
成
の
た
め
新
た
に
造
立
さ
れ
た
冠
木
門
を
描
い
て

い
る（

（17
（

。

　

三
好
邸
御
成
は
、
三
好
義
長
（
義
興
）
を
義
輝
の
臣
下
と
し
て
、
幕
府
秩
序
に
位

置
付
け
、
主
従
関
係
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た（

（17
（

。
義
晴
の
遺
言
で
あ
っ

た
「
将
軍
家
再
興（

（17
（

」
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
し
て
、
上
杉
本
に
三
好
邸
冠
木
門
が
描

か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

永
禄
四
年
四
月
、
幼
少
な
和
泉
守
護
代
松
浦
萬
満
（
一
存
実
子（

（18
（

）
を
後
見
し
て
い

た
三
好
長
慶
の
弟
十
河
一
存
が
死
去
し
た
。
す
る
と
、
近
江
六
角
義
賢
と
畠
山
高
政

が
結
び
、
六
角
は
法
華
宗
を
払
う
と
号
し
て
入
京
を
め
ざ
し
、
守
山
ま
で
進
出
し
た
。

三
好
は
大
館
輝
氏
息
女
を
人
質
と
し
て
取
り（

（18
（

、
義
輝
の
離
反
を
防
ぎ
、
永
禄
四
年
五

月
細
川
晴
元
と
和
睦
し
、
晴
元
は
摂
津
富
田
普
門
寺
に
入
っ
た（

（18
（

。
晴
元
の
離
反
を
防

ぐ
た
め
で
あ
る
。
六
角
義
賢
は
勝
軍
山
に
陣
を
と
っ
た
が
、
将
軍
義
輝
に
対
し
て
は

敵
対
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た（

（18
（

。

　

永
禄
五
年
三
月
五
日
、
久
米
田
の
戦
い
で
長
慶
の
次
弟
三
好
実
休
が
戦
死
す
る
と
、

翌
日
義
輝
・
慶
寿
院
は
三
好
側
と
一
味
と
な
り
石
清
水
八
幡
に
退
い
た
。
三
好
義
興

も
山
崎
ま
で
退
き
、
六
角
義
賢
（
承
禎
）
軍
が
清
水
坂
に
陣
を
移
し
禁
裏
を
警
固
し
、

洛
中
洛
外
に
放
火
し
た（

（18
（

。

　

五
月
、
阿
波
か
ら
三
好
の
援
軍
が
到
着
し
、
教
興
寺
の
戦
い
で
畠
山
・
根
来
寺
軍

を
破
っ
た（

（18
（

。
六
月
、
六
角
は
三
好
と
和
睦
し
近
江
に
帰
陣
し（

（18
（

、
六
月
二
十
二
日
、
義

輝
・
慶
寿
院
は
帰
洛
し
た
。
そ
の
後
八
月
二
十
五
日
、
伊
勢
貞
孝
は
、
義
輝
・
三
好

に
叛
旗
を
翻
し
、
九
月
十
一
日
に
滅
ぼ
さ
れ
た（

（18
（

。

　

ま
た
、
八
幡
避
難
中
の
四
月
十
一
日
、
義
輝
に
嫡
子
が
誕
生
し
た
が
、
七
月
十
三

日
死
去
し
た（

（18
（

。
な
お
、
八
月
二
日
、
越
後
へ
下
向
し
て
い
た
近
衛
晴
嗣
が
帰
京
し
て

い
る（

（18
（

。

　

永
禄
五
年
は
、
三
好
が
畠
山
高
政
・
六
角
義
賢
に
挟
撃
さ
れ
、
三
好
実
休
が
戦
死

す
る
な
ど
三
好
政
権
の
危
機
で
あ
っ
た
。
義
輝
は
三
好
と
組
む
こ
と
を
選
び
、
一
方
、

八
幡
へ
同
行
せ
ず
在
京
を
続
け
た
伊
勢
は
滅
ぼ
さ
れ
た（

（19
（

。
し
か
し
、
永
禄
六
年
に
義

輝
息
女
總
持
寺
（
八
歳
）
が
松
永
の
所
へ
人
質
と
し
て
送
ら
れ（

（19
（

、
将
軍
邸
の
周
り
に

大
堀
を
掘
る（

（19
（

な
ど
、
三
好
側
と
義
輝
の
間
は
信
頼
関
係
に
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

　

翌
永
禄
六
年
、
三
月
細
川
晴
元
が
富
田
で
死
去
、
四
月
上
野
信
孝
が
死
去
、
十
一

月
三
好
義
興
が
死
去
、
十
二
月
細
川
氏
綱
死
去（

（19
（

、
翌
永
禄
七
年
五
月
三
好
長
慶
の
弟

安
宅
冬
康
が
長
慶
に
殺
害
さ
れ
、
七
月
長
慶
も
死
去
し
た
。
永
禄
四
年
か
ら
七
年
の

三
年
ほ
ど
の
間
に
、
義
晴
の
京
都
没
落
に
関
係
し
た
人
物
が
次
々
と
死
去
し
、
三
好

政
権
は
若
い
三
好
義
継
（
十
河
一
存
息
）
が
継
い
だ
。
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
こ

の
頃
永
禄
九
年
五
月
の
義
晴
十
七
回
忌
の
た
め
、
上
杉
本
が
発
注
さ
れ
た
と
推
定
で

き
る（

（19
（

。

　

永
禄
八
年
五
月
十
九
日
、
武
衛
御
所
が
突
然
三
好
義
継
・
松
永
久
通
（
久
秀
息
）

三
好
三
人
衆
に
襲
わ
れ
た
。
義
輝
は
長
刀
で
応
戦
し
た
と
い
う
。
義
輝
が
部
屋
か
ら

出
よ
う
と
し
た
と
き
、
慶
寿
院
は
義
輝
を
抱
き
力
を
尽
く
し
出
て
行
く
の
を
止
め
よ

う
と
し
た
が
、
そ
れ
を
振
り
切
っ
て
走
り
出
た
と
い
う
。
慶
寿
院
は
義
輝
の
死
を
目

の
あ
た
り
に
し
、
こ
れ
以
上
生
き
な
が
ら
え
よ
う
と
は
思
え
な
い
と
自
害
し
よ
う
と

し
た
が
殺
さ
れ
た
と
フ
ロ
イ
ス
は
記
す（

（19
（

。
梅
仙
軒
霊
超
は
、「
公
方
様
御
働
様
無
及

樊
噲
様
ニ
申
候
、
慶
寿
院
殿
も
御
自
害
無
比
類
事
」
と
書
状
に
認
め
た（

（19
（

。
義
輝
弟
の

鹿
苑
院
周
暠
も
三
好
被
官
平
田
に
誘
い
出
さ
れ
路
次
で
殺
さ
れ
、
大
館
晴
忠
の
子
岩

福
、
進
士
晴
舎
、
彦
部
雅
楽
頭
を
は
じ
め
多
く
の
者
が
死
ん
だ
。
慶
寿
院
の
内
衆
、

小
林
左
京
亮
、
西
面
左
馬
允
、
松
井
新
二
郎
、
高
木
右
近
、
森
田
新
左
衛
門
尉
、
竹

阿
、
金
阿
も
殺
さ
れ
た（

（19
（

。
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義
輝
側
室
で
あ
っ
た
進
士
晴
舎
娘
小
侍
従
は
、
久
我
の
家
臣
竹
村
の
と
こ
ろ
に
匿

わ
れ
た
が
、
知
恩
院
で
二
十
四
日
に
殺
さ
れ（

（19
（

、
義
輝
御
台
近
衛
稙
家
娘
は
、
三
好
長

逸
が
近
衛
家
に
送
り
届
け
た（

（19
（

。

　

こ
の
永
禄
の
政
変
の
原
因
を
、
山
科
言
継
は
阿
波
の
義
栄
を
将
軍
に
す
る
た
め
と

し
、
霊
超
は
、
義
栄
入
洛
を
調
え
る
た
め
だ
ろ
う
か
と
し（

（20
（

、
フ
ロ
イ
ス
は
義
栄
に
将

軍
の
名
跡
だ
け
継
が
せ
松
永
久
秀
が
実
権
を
握
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
す
る
。
天
野
氏

は
、
三
好
氏
単
独
の
畿
内
支
配
を
狙
っ
て
い
た
と
す
る（

（20
（

。

　

天
文
十
八
年
か
ら
永
禄
元
年
ま
で
、
途
中
天
文
二
十
一
・
二
十
二
年
を
除
き
、
将

軍
不
在
は
長
期
に
わ
た
り
、
そ
の
間
に
将
軍
を
必
要
と
し
な
い
三
好
体
制
が
で
き
て

い
た
。
ま
た
、
三
好
氏
領
国
支
配
は
か
つ
て
の
「
幕
府
―
守
護
体
制
」
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
三
好
氏
の
自
力
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
永
禄
元

年
に
義
輝
と
和
解
後
は
、
三
好
氏
は
将
軍
家
の
た
め
に
多
大
な
出
費
と
儀
礼
へ
の
出

仕
を
負
担
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
将
軍
を
敵
に
回
す
こ
と
は
敵
対
勢
力
を
抱

え
る
こ
と
で
不
利
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
好
長
慶
に
と
っ
て
敵
だ
っ
た
の
は
細
川
晴

元
で
あ
り
、
本
来
、
将
軍
家
に
敵
対
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
若
い
義

継
に
と
っ
て
長
慶
亡
き
あ
と
の
三
好
家
を
維
持
す
る
た
め
に
、
義
輝
は
脅
威
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
慶
寿
院
の
法
名
は
「
明
室
慈
昌
大
姉
」
で
あ
る（

（20
（

。
翌
永
禄
九
年
に
近
衛
稙

家
が
死
去
し
、
永
禄
十
年
に
大
覚
寺
義
俊
が
敦
賀
で
死
去
し
た（

（20
（

。
道
増
は
安
芸
に
逗

留
し
同
地
で
元
亀
二
年
に
没
し
た（

（20
（

。
晴
通
は
義
昭
の
許
で
大
名
間
和
平
の
使
者
や
側

近
を
務
め
た
が（

（20
（

、「
足
利
―
近
衛
体
制
」
は
慶
寿
院
の
死
と
共
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
、
将
軍
母
と
し
て
の
活
動

　

将
軍
母
の
時
代
の
慶
寿
院
の
活
動
を
見
て
い
こ
う
。

①
「
禁
裏
御
料
所
内
蔵
寮
領
陸
路
河
上
四
方
八
口
率
分
役
所
」
が
三
好
被
官
今
村
慶

満
に
押
領
さ
れ
た
件
に
つ
い
て
、
山
科
言
継
は
三
好
方
と
天
文
十
八
年
か
ら
交
渉
し

て
い
た
が
進
展
が
見
ら
れ
ず
、
義
輝
上
洛
後
は
、
幕
府
奉
行
人
奉
書
も
手
に
入
れ
る

が
不
調
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
天
文
二
十
一
年
八
月
慶
寿
院
の
御
書
を
出
し
て
貰
い

た
い
と
義
輝
乳
人
に
訴
え
、
十
二
月
に
御
内
書
が
出
た
。
今
村
の
押
領
は
天
文

二
十
三
年
に
な
っ
て
も
解
決
し
な
か
っ
た
が
、
慶
寿
院
が
幕
府
内
の
実
力
者
で
あ
っ

た
た
め
、
慶
寿
院
へ
依
頼
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（20
（

。

②
山
科
言
継
は
、天
文
二
十
一
年
九
月
に
、山
科
の
知
行
分
を
回
復
す
る
た
め
、内
々

慶
寿
院
・
近
衛
稙
家
・
義
輝
乳
人
へ
書
状
を
送
り
、
地
頭
分
が
返
付
さ
れ
れ
ば
、
西

山
郷
の
年
貢
・
地
子
の
内
三
分
の
一
、
野
村
郷
の
半
分
の
地
子
を
十
年
間
進
納
す
る

と
約
し
て
い
る（

（20
（

。
言
継
は
、
永
禄
八
年
に
も
返
還
を
願
い
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
願
い
は
叶
わ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
近
衛
・
慶
寿
院
を
通
じ
て
願
い
出
る
こ

と
が
公
家
に
と
っ
て
は
最
も
成
功
率
が
高
い
方
法
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

③
永
禄
三
年
、
浄
土
真
宗
高
田
派
総
本
山
専
修
寺
真
恵
の
子
応
真
（
後
に
堯
慧
）
は
、

当
初
住
持
職
継
承
を
辞
退
し
た
の
で
、
常
盤
井
宮
の
子
真
智
が
後
継
者
と
な
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
真
恵
の
死
後
、
応
真
は
住
持
職
の
綸
旨
を
得
て
末
寺
に
参
集
を
呼
び

か
け
た
。
一
方
、
真
智
も
綸
旨
を
得
て
、
朝
廷
・
幕
府
・
大
名
を
巻
き
込
ん
だ
争
い

と
な
っ
た
。
越
前
で
は
勝
曼
寺
な
ど
四
ヵ
寺
が
応
真
支
配
に
抵
抗
し
、
相
論
は
、
朝

倉
が
裁
許
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
朝
倉
義
景
は
幕
府
の
意
向
に
沿
っ
た
下
知
を
行

う
こ
と
に
な
り
、
両
派
が
幕
府
で
の
訴
訟
工
作
を
行
っ
た（

（20
（

。

　

真
智
派
は
大
館
晴
光
を
介
し
て
、
万
疋
の
礼
銭
に
よ
り
義
輝
の
御
内
書
を
得
た
が
、

慶
寿
院
と
大
覚
寺
義
俊
が
義
晴
猶
子
で
あ
っ
た
応
真
の
た
め
口
入
を
し
、
先
の
御
内

書
は
破
棄
さ
れ
、
応
真
へ
の
帰
順
を
命
じ
る
幕
府
奉
行
人
奉
書
が
出
さ
れ
た（

（20
（

。「
専

修
寺
文
書
」
に
は
、
義
輝
か
ら
慶
寿
院
宛
て
消
息
、
慶
寿
院
か
ら
専
修
寺
宛
て
消
息
、

慶
寿
院
か
ら
朝
倉
室
へ
の
消
息
案
が
残
さ
れ
、
慶
寿
院
が
主
導
権
を
持
っ
て
こ
の
相

論
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
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④
永
禄
五
年
、
曼
殊
院
と
北
野
社
松
梅
院
の
加
賀
冨
墓
庄
を
め
ぐ
る
相
論
に
お
い
て
、

伊
勢
貞
孝
が
行
う
政
所
沙
汰
で
裁
許
さ
れ
た
が
、
こ
の
裁
許
に
対
し
松
梅
院
は
裁
許

が
曼
殊
院
側
に
偏
っ
て
い
る
と
愁
訴
し
た
。
義
輝
は
審
理
経
過
を
奉
行
人
に
尋
ね
よ

う
と
し
た
が
、
松
永
久
秀
は
政
所
で
ひ
と
た
び
出
た
判
決
に
将
軍
が
口
を
挟
む
こ
と

は
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
伊
勢
貞
孝
を
擁
護
し
た
。
激
怒
し
た
義
輝
は
、
久
秀
の
良

き
よ
う
に
せ
よ
と
声
を
荒
げ
、
上
野
信
孝
・
進
士
晴
舎
ら
は
久
秀
の
遠
慮
の
な
い
申

し
様
を
諌
め
た
。

　

そ
の
後
、
久
秀
は
奉
行
人
の
喚
問
に
同
意
し
た
が
、
義
輝
の
八
幡
動
座
に
よ
り
、

喚
問
は
延
期
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
間
奉
行
人
が
奉
行
人
奉
書
に
加
判
す
る
こ

と
を
慶
寿
院
が
差
し
と
め
た
。
五
月
九
日
、
加
判
し
な
か
っ
た
奉
行
人
松
田
藤
弘
は

伊
勢
貞
辰
の
糾
明
に
対
し
、
そ
の
間
の
事
情
を
説
明
し
た
書
状
と
慶
寿
院
の
文
の
写

し
を
提
出
し
た（

（21
（

。

⑤
永
禄
六
年
、慶
寿
院
は
興
福
寺
一
乗
院
に
入
室
し
て
い
た
次
男
覚
慶
（
後
の
義
昭
）

を
、
前
例
が
あ
る
と
し
て
、
二
衣
を
許
す
よ
う
正
親
町
天
皇
に
執
奏
し
た
。
天
皇
は
、

前
例
を
具
体
的
に
示
す
よ
う
返
答
し
て
い
る
。
翌
月
、
一
乗
院
覚
慶
よ
り
樽
十
荷
五

色
が
進
上
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
願
い
は
認
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る（

（21
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
慶
寿
院
は
大
き
な
力
を
持
っ
て
お
り
、
時
に
は
義
輝
の
裁
許
を
覆

す
こ
と
も
あ
っ
た
。
義
晴
が
死
去
し
た
時
義
輝
は
十
五
歳
で
あ
り
、
義
晴
は
慶
寿
院

に
「
我
無
成
ヌ
共
思
沈
ミ
給
ハ
デ
、
世
ノ
中
ノ
後
見
ト
モ
成
給
ヒ
、
再
ヒ
家
ヲ
オ
コ

シ
給
へ
」
と
遺
言
し
た（

（21
（

。
慶
寿
院
は
義
輝
後
見
役
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
慶
寿
院
に
は

近
衛
一
族
が
従
っ
て
い
た
こ
と
が
、
慶
寿
院
が
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
要
因
で
あ

ろ
う
。

　

例
え
ば
、毛
利
元
就
が
息
子
吉
川
元
春
に
出
し
た
書
状
に
は
、聖
護
院
道
増
を
「
公

方
様
叔
父
ニ
て
御
座
候
、
其
上
悉
皆
之
御
異
見
者
ニ
て
御
座
候（

（21
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
道
増
が
義
輝
上
使
と
し
て
、
毛
利
―
尼
子
間
調
停
に
下
向
し
て
く
る
こ
と
に

つ
い
て
、
元
春
に
道
増
の
接
待
に
つ
い
て
注
意
を
与
え
た
も
の
で
、
永
禄
三
年
の
文

書
と
さ
れ
る（

（21
（

。
道
増
が
義
輝
に
対
し
大
き
な
発
言
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
慶
寿
院
が
い
れ
ば
こ
そ
の
発
言
力
で
あ
り
、
近
衛
稙
家
・
大
覚
寺
義
俊
も

同
様
の
発
言
力
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

三
、
遊
覧
と
フ
ロ
イ
ス

　

永
禄
七
年
五
月
、
慶
寿
院
は
伊
勢
神
宮
に
参
詣
し
て
い
る
。
鹿
苑
寺
（
周
暠
カ
）・

武
田
義
統
に
嫁
い
だ
娘
・
小
侍
従
も
同
行
し
た（

（21
（

。
二
見
ヶ
浦
見
物
の
た
め
、
伊
勢
河

崎
か
ら
舟
で
、
太
江
寺
へ
行
き
立
石
（
夫
婦
岩
）
を
見
物
し
た
。
御
供
は
、
細
川
藤

孝
・
上
野
清
信
・
大
館
晴
忠
以
下
数
十
人
で
あ
っ
た
。
伊
勢
神
宮
が
船
等
を
差
配
し
、

義
輝
か
ら
感
状
が
あ
っ
た（

（21
（

。

　

永
禄
八
年
三
月
十
三
日
は
、
鞍
馬
に
参
詣
し
て
い
る
。
二
泊
三
日
の
参
籠
で
、
義

輝
も
翌
日
合
流
し
て
い
る
。
御
供
は
、
大
館
晴
忠
・
上
野
憲
忠
で
あ
っ
た（

（21
（

。
永
禄
七

年
に
義
輝
は
有
馬
に
行
っ
て
お
り（

（21
（

、
永
禄
七
・
八
年
は
戦
乱
も
な
く
、
遠
出
が
で
き

る
状
況
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
永
禄
八
年
に
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
、
慶
寿
院
に
面
会
し
て
い
る
。
将
軍

邸
を
訪
れ
た
フ
ロ
イ
ス
は
ま
ず
、
進
士
美
作
守
晴
舎
の
所
へ
行
っ
た
。
進
士
晴
舎
は
、

義
輝
側
室
小
侍
従
の
父
で
取
次
を
勤
め
て
い
た
。
将
軍
邸
は
深
い
堀
で
囲
ま
れ
、
御

殿
の
外
に
は
夥
し
い
馬
と
輿
が
並
ん
で
い
た
。
義
輝
・
御
台
に
挨
拶
し
た
後
、
進
士

主
馬
允
と
共
に
慶
寿
院
の
御
殿
に
赴
い
た
。
途
中
四
・
五
部
屋
の
前
を
通
り
、
慶
寿

院
の
座
敷
に
つ
い
た
。
そ
こ
に
は
多
数
の
女
性
が
い
た
。
盃
が
運
ば
れ
、
慶
寿
院
が

飲
ん
だ
後
、
そ
の
盃
を
侍
女
が
フ
ロ
イ
ス
ら
の
所
へ
運
び
、
慶
寿
院
は
手
ず
か
ら
箸

を
と
っ
て
肴
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
異
国
の
人
達
に
は
日
本
の
礼
式
は
さ
ぞ
か
し
新

奇
で
不
馴
れ
に
相
違
な
い
の
に
、
彼
ら
が
そ
れ
ら
の
礼
式
に
通
じ
て
い
る
の
は
驚
く

べ
き
こ
と
だ
と
言
っ
た
。
側
に
は
、
阿
弥
陀
の
祭
壇
が
あ
り
、
金
の
後
光
が
差
し
、
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頭
に
飾
り
が
つ
い
て
い
た
。慶
寿
院
は
大
柄
な
体
格
の
人
で
、年
老
い
て
威
厳
が
あ
っ

た（
（21
（

。
現
在
、
義
晴
・
義
輝
・
義
昭
の
肖
像
画
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
義
輝
・
義
昭
は

大
柄
な
母
親
に
似
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

慶
寿
院
は
、
近
衛
尚
通
一
家
と
い
う
結
束
の
固
い
家
の
末
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
近

衛
家
領
維
持
の
切
り
札
と
し
て
将
軍
義
晴
に
嫁
い
だ
。
近
衛
稙
家
等
兄
弟
が
慶
寿
院

に
常
に
寄
り
添
っ
た
の
は
、
父
尚
通
の
指
示
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
慶
寿
院
が
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
に
十
二
代
将
軍
義
晴
に
嫁
い
だ
当
時
、

義
晴
は
近
江
桑
実
寺
で
六
角
定
頼
庇
護
下
に
あ
っ
た
。慶
寿
院
は
完
成
間
も
な
い「
桑

実
寺
縁
起
絵
巻
」
を
京
都
で
見
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
は
、

桑
の
大
樹
の
も
と
に
、
日
光
・
月
光
菩
薩
の
垂
迹
で
あ
る
金
の
鳥
（
太
陽
）
と
白
兎

（
月
）
が
揃
う
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
桑
実
寺
に
、
高
貴
な
女

性
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
巻
頭
場
面
は
、
桑
実
寺
の
大
樹
（
将
軍
）
の

も
と
に
、
太
陽
（
義
晴
）
と
月
（
慶
寿
院
）
が
揃
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

　

義
晴
・
義
輝
期
は
、
度
々
将
軍
が
京
都
か
ら
近
江
に
避
難
し
て
お
り
、
結
婚
後
の

慶
寿
院
も
避
難
を
繰
り
返
し
苦
楽
を
共
に
し
た
。
そ
れ
以
前
の
将
軍
家
に
比
べ
、
日

常
的
に
夫
婦
が
接
す
る
機
会
も
多
く
、
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
家
族
と
し
て
の
結

束
が
強
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
慶
寿
院
は
常
に
義
輝
を
手
元
に
置
き
、
手

塩
に
か
け
て
育
て
た
。
天
文
五
年
、
伊
勢
邸
に
義
輝
と
共
に
義
晴
・
慶
寿
院
が
移
り
、

天
文
八
年
に
八
瀬
へ
義
輝
・
慶
寿
院
の
み
が
避
難
し
た
こ
と
は
、
慶
寿
院
の
意
思
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
義
輝
と
慶
寿
院
は
生
涯
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
近
衛
一
族
も
義
晴
の
京
都
退
去
に
随
行
し
近
江
に
滞
在
し
た
。
ま
た
、
将

軍
側
近
と
し
て
大
名
間
調
停
の
使
者
に
立
ち
地
方
へ
も
下
向
し
た
。
血
縁
者
を
持
た

な
い
義
晴
に
と
っ
て
、
義
澄
以
来
の
家
臣
と
合
わ
せ
、
近
衛
一
族
は
最
も
信
頼
で
き

る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
近
衛
家
も
義
晴
を
近
衛
一
族
の
一
員
と
認
識

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。近
衛
家
と
義
晴
夫
妻
は
、外
戚
と
い
う
以
上
に
一
族
で
あ
っ

た
。

　

義
輝
期
の
慶
寿
院
は
、
将
軍
後
見
役
と
し
て
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
。
伊
勢
貞

助
の
記
録
や
、『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
度
々
慶
寿
院
に
関
す
る
記
載
が
見
ら
れ
る
。

義
輝
に
と
っ
て
母
及
び
近
衛
家
の
伯
父
達
の
意
見
は
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

慶
寿
院
は
近
衛
兄
弟
を
バ
ッ
ク
に
「
将
軍
家
家
長
」
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

義
晴
・
義
輝
期
の
「
足
利
―
近
衛
体
制
」
と
い
う
特
異
な
体
制
は
、
慶
寿
院
が
そ
の

要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
近
衛
家
が
外
戚
と
し
て
義
晴
・
義
輝
期
に
力
を
ふ
る
っ
た
と

い
う
理
解
が
こ
れ
ま
で
の
通
説
だ
が
、
慶
寿
院
を
支
え
る
こ
と
が
近
衛
兄
弟
の
使
命

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
足
利
―
近
衛
体
制
」
は
、
近
衛
尚
通
家
と
い
う
家
族
の
結
束
が
非
常
に
強
い
一

家
と
、
血
縁
者
を
持
た
な
い
足
利
義
晴
が
結
び
付
き
、
そ
の
要
と
し
て
慶
寿
院
が
い

た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
特
異
な
政
治
体
制
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

慶
寿
院
死
後
上
杉
本
が
完
成
し
、
慶
寿
院
は
上
杉
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
元
亀
四
年
（
天
正
元
年
、
一
五
七
三
）
に
、
上
京
は
織
田
信
長
に
よ
っ
て
焼
き

討
ち
さ
れ
、
そ
の
姿
を
大
き
く
変
え
た
。
上
杉
本
は
幕
府
の
支
配
地
域
で
あ
る
京
都

の
最
後
の
姿
を
今
に
伝
え
る
。
そ
し
て
、
室
町
幕
府
滅
亡
と
共
に
、
京
都
は
将
軍
の

都
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
黄
金
に
輝
く『
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
』

は
、
何
度
も
京
都
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
将
軍
家
の
洛
中
洛
外
へ
の
思
い
と
、
天

下
静
謐
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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注（
１
）
拙
稿
「
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
描
か
れ
た
将
軍
の
行
列
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

二
五
七
、二
〇
一
六
年
）。
同
「
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
主
題
と
制
作
目
的
」（『
史
艸
』

五
七
、二
〇
一
六
年
）。

（
２
）「
年
代
記
抄
節
」
国
立
公
文
書
館
蔵
写
本
。

（
３
）『
言
継
卿
記
』
永
禄
八
年
五
月
十
九
日
条
。

（
４
）
黒
嶋
敏
「
山
伏
と
将
軍
と
戦
国
大
名
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
二
九
、二
〇
〇
四
年
）。

（
５
）高
梨
真
行「
将
軍
足
利
義
輝
の
側
近
衆
」（『
立
正
史
学
』八
四
、一
九
九
八
年
）。
川
嶋
将
生「
大

覚
寺
義
俊
の
活
動
」（『
室
町
文
化
論
考
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年
）
初
出

一
九
九
五
年
。

（
６
）
同
前
、
高
梨
論
文
。

（
７
）
前
掲
注
（
４
）
黒
嶋
論
文
。

（
８
）
高
群
逸
枝
『
平
安
鎌
倉
室
町
家
族
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）。

（
９
）
湯
川
敏
治
「
中
世
公
家
家
族
の
一
側
面
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
九
一
、一
九
八
一
年
）。
同
「
戦

国
期
公
家
女
性
の
生
活
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
三
九
、一
九
九
三
年
）。
同
「
足
利
義
晴
期
の

近
衛
家
の
動
向
」（『
日
本
歴
史
』六
〇
四
、一
九
九
八
年
）。（『
戦
国
期
公
家
社
会
と
荘
園
経
済
』

続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
五
年
に
再
録
）。

（
10
）
柴
田
真
一
「
近
衛
尚
通
と
そ
の
家
族
」（『
戦
国
期
公
家
社
会
の
諸
様
相
』
和
泉
書
院

一
九
九
二
年
）。

（
11
）
前
掲
注
（
５
）
高
梨
論
文
。
同
「
戦
国
期
室
町
将
軍
と
門
跡
」（
五
味
文
彦
・
菊
池
大
樹
編
『
中

世
の
寺
院
と
都
市
・
権
力
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
12
）
前
掲
注
（
４
）
黒
嶋
論
文
（『
中
世
の
権
力
と
列
島
』
二
〇
一
二
年
に
再
録
）。

（
13
）
水
野
智
之
「
足
利
義
晴
～
義
昭
期
に
お
け
る
摂
関
家
・
本
願
寺
と
将
軍
・
大
名
」（『
織
豊
期

研
究
』
十
二
、二
〇
一
〇
）。

（
14
）
木
村
真
美
子
「
大
覚
寺
義
俊
の
活
動
と
近
衛
家
」（『
室
町
時
代
研
究
』
三
、二
〇
一
一
年
）。

（
15
）
金
子
拓
『
織
田
信
長
権
力
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
。

（
16
）
磯
川
い
づ
み
「
天
文
期
伊
予
河
野
氏
の
対
京
都
外
交
」（『
戦
国
史
研
究
』
六
七
、二
〇
一
四
年
）。

（
17
）
羽
田
聡
「
室
町
幕
府
女
房
の
基
礎
的
考
察
―
足
利
義
晴
期
を
中
心
と
し
て
―
」（『
京
都
国
立

博
物
館
学
叢
』
二
六
、二
〇
〇
四
年
）。

（
18
）
設
楽
薫
「
将
軍
足
利
義
晴
の
嗣
立
と
大
館
常
興
の
登
場
―
常
興
と
清
光
院
（
佐
子
局
）
の
関

係
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
歴
史
』
六
三
一
、二
〇
〇
〇
年
）。

（
19
）
平
山
敏
治
郎
「
春
日
局
考
」（『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
二
二
、一
九
九
八
年
）。

（
20
）
菅
原
正
子
『
中
世
公
家
の
経
済
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
。

（
21
）
前
掲
注
（
９
）
湯
川
論
文
、「
戦
国
期
公
家
女
性
の
生
活
」。

（
22
）
前
掲
注
（
９
）
湯
川
論
文
、「
戦
国
期
公
家
女
性
の
生
活
」。

（
23
）
前
掲
注
（
９
）
湯
川
論
文
「
戦
国
期
公
家
女
性
の
生
活
」。
同
「
中
世
公
家
家
族
の
一
側
面
」。

文
亀
元
年
生
ま
れ
の
女
子
と
宝
鏡
寺
を
同
一
人
物
の
可
能
性
有
と
し
な
が
ら
も
、
別
に
数
え

た
の
で
十
一
人
と
し
た
。

（
24
）
前
掲
注
（
10
）
柴
田
論
文
。

（
25
）「
雑
々
記
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
陽
明
文
庫
写
真
帳
。　

（
26
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
永
正
十
年
十
二
月
二
十
一
日
条
。

（
27
）
前
掲
注
（
９
）
湯
川
論
文
、「
戦
国
期
公
家
女
性
の
生
活
」。

（
28
）『
し
の
ぎ
を
け
ず
り
、
鍔
を
わ
り
』
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
特
別
展

図
録
、
五
十
頁
。「
東
南
寺
文
書
」（『
大
日
本
史
料
』
十
編
一
冊
一
一
二
頁
）。

（
29
）
亀
井
若
菜
『
表
象
と
し
て
の
美
術
、
言
説
と
し
て
の
美
術
史
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
三
年
。

（
30
）『
実
隆
公
記
』
享
禄
五
年
正
月
二
十
一
日
条
。

（
31
）『
二
水
記
』
享
禄
四
年
八
月
二
十
二
日
条
、享
禄
五
年
正
月
二
十・二
十
二・二
十
三
日
（
二
十
七

日
条
に
補
書
）
条
。

（
32
）『
言
継
卿
記
』
天
文
元
年
六
月
二
十
二
日
条
。

（
33
）『
二
水
記
』
天
文
元
年
十
月
二
十
日
条
。

（
34
）「
御
内
書
引
付
」（『
後
鑑
』
天
文
二
年
二
月
三
十
日
条
）。

（
35
）『
大
館
常
興
日
記
』
三
、
紙
背
文
書
、
一
一
七
頁
（
天
文
九
年
三
月
十
四
～
十
六
日
条
関
連

文
書
）。

（
36
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
享
禄
二
年
七
月
十
二
日
条
。

（
37
）
同
書
、
享
禄
元
年
二
月
十
三
日
、
三
月
六
日
、
五
月
一
・
三
十
日
、
六
月
八
・
二
十
三
日
、
八

月
二
十
八
日
、
十
一
月
四
日
、
享
禄
二
年
正
月
二
十
三
日
、
六
月
二
十
六
日
、
十
月
九
日
、

享
禄
三
年
正
月
二
十
日
、
九
月
二
十
六
日
、
享
禄
四
年
五
月
十
日
、
天
文
元
年
正
月
二
十
五

日
条
。
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（
38
）
同
書
、
天
文
元
年
八
月
九
日
条
。

（
39
）
同
書
、
天
文
二
年
正
月
二
十
三
日
条
。

（
40
）
同
書
、
天
文
二
年
九
月
十
七
日
条
。

（
41
）
同
書
、
天
文
二
年
十
一
月
二
十
三
日
条
。

（
42
）『
実
隆
公
記
』
永
正
三
年
十
二
月
二
十
二
日
条
。

（
43
）
島
谷
弘
幸
『
古
筆
学
拾
穂
抄
』
木
耳
社
、
一
九
九
七
年
、
三
七
七
～
三
九
一
頁
。

（
44
）
同
書
、
四
一
六
～
四
一
九
頁
。

（
45
）
前
掲
注
（
29
）
亀
井
著
書
、
一
四
五
頁
。

（
46
）
吉
田
友
之
「「
桑
実
寺
縁
起
絵
」
の
制
作
」（『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
十
三
）
中
央
公
論
社
、

一
九
八
二
年
。

（
47
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
享
禄
元
年
五
月
十
四
・
二
十
四
日
条
。

（
48
）
同
書
、
享
禄
二
年
十
月
二
十
一
日
条
。

（
49
）
同
書
、
享
禄
四
年
六
月
十
五
・
十
七
日
条
。

（
50
）
同
書
、
享
禄
三
年
十
月
二
十
九
日
、
十
一
月
三
十
日
条
。

（
51
）
同
書
、
享
禄
四
年
十
一
月
二
十
六
日
条
。
天
文
二
年
正
月
二
十
九
日
条
。

（
52
）
同
書
、
享
禄
三
年
二
月
十
六
日
、
享
禄
四
年
三
月
二
十
八
日
、
七
月
五
日
、
九
月
十
三
日
、

天
文
元
年
四
月
二
十
六
日
、
十
二
月
二
十
一
日
条
。

（
53
）
前
掲
注
（
10
）
柴
田
論
文
。

（
54
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
享
禄
四
年
十
二
月
十
三
・
十
四
日
条
。

（
55
）
同
書
、
天
文
二
年
三
月
二
十
二
日
、
三
月
二
十
三
日
、
四
月
十
四
日
、
天
文
五
年
二
月

二
十
七
日
、
二
月
二
十
八
日
、
十
月
八
日
条
。

（
56
）
同
書
、
天
文
五
年
二
月
二
十
四
日
条
。

（
57
）『
二
水
記
』
享
禄
元
年
閏
九
月
二
十
二
日
条
。

（
58
）
二
木
謙
一
『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
四
〇
七
頁
。
西
島
太

郎
「
足
利
義
晴
期
の
政
治
構
造
」（『
日
本
史
研
究
』
四
五
三
、二
〇
〇
〇
年
）。

（
59
）
前
掲
注
（
９
）
湯
川
著
書
、
一
二
一
～
二
三
六
頁
、
巻
末
第
一
表
。

（
60
）
前
掲
注
（
14
）
木
村
論
文
。

（
61
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
天
文
三
年
六
月
八
日
条
。

（
62
）「
江
州
於
桑
実
御
台
む
か
へ
ニ
御
祝
目
六
」
国
立
公
文
書
館
蔵
写
本
。

（
63
）「
厳
助
往
年
記
」
天
文
三
年
六
月
二
十
九
日
条
（
史
籍
集
覧
）。

（
64
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
天
文
三
年
九
月
三
日
条
。

（
65
）
設
楽
薫
「
足
利
義
晴
期
に
お
け
る
内
談
衆
の
人
的
構
成
に
関
す
る
考
察
」（『
遥
か
な
る
中
世
』

十
九
、二
〇
〇
一
年
）。

（
66
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
五
年
九
月
三
・
四
・
十
六
日
、
十
月
十
八
日
条
。

（
67
）『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
八
年
十
二
月
四
・
五
日
、
天
文
九
年
四
月
十
二
日
条
。

（
68
）
前
掲
注
（
16
）
磯
川
論
文
。

（
69
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
五
年
十
月
二
十
七
日
条
。

（
70
）「
天
文
十衍

七
年
細
川
亭
御
成
記
」（『
続
群
書
類
従
』
三
五
輯
、
拾
遺
部
）。
馬
部
隆
弘
「
細
川

晴
元
の
取
次
と
内
衆
の
対
立
構
造
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
五
八
、二
〇
一
六
年
）
に
よ
れ
ば
、

従
来
こ
の
史
料
は
天
文
七
年
と
さ
れ
て
き
た
が
、
天
文
十
七
年
に
比
定
さ
れ
る
。

（
71
）
滝
澤
逸
也
「
室
町
、
戦
国
期
の
武
家
昵
近
公
家
衆
」（『
國
史
學
』
一
六
二
、一
九
九
七
年
）。

（
72
）『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
九
年
七
月
十
四
・
十
五
・
十
六
日
条
。

（
73
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
五
年
正
月
二
十
七
日
条
。

（
74
）
同
書
、
天
文
五
年
三
月
九
・
十
・
十
六
・
十
九
・
二
十
八
・
三
十
日
、
四
月
二
・
九
・
十
三
日
条
。

（
75
）『
産
所
日
記
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
。

（
76
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
五
年
四
月
六
日
条
。

（
77
）
前
掲
注
（
19
）
平
山
論
文
。

（
78
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
五
年
三
月
二
十
一
日
条
。

（
79
）
同
書
、
天
文
五
年
三
月
十
六
日
条
。

（
80
）
同
書
、
天
文
五
年
閏
十
月
十
九
～
十
一
月
一
日
条
。

（
81
）
前
掲
注
（
８
）
高
群
著
書
、
九
八
六
～
九
八
九
頁
。

（
82
）「
長
興
宿
禰
記
」
文
明
八
年
十
一
月
二
十
二
日
条
（
史
籍
集
覧
）。

（
83
）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
五
年
十
二
月
十
七
日
条
。
山
田
康
弘
氏
は
、
将
軍
は
洛
中
に
住

む
の
が
相
応
し
い
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
と
す
る
（
二
〇
一
五
年
六
月
六
日
、
第
三
十
回
平

安
京
、
京
都
研
究
集
会
口
頭
発
表
）。

（
84
）『
蔭
凉
軒
日
録
』
寛
正
六
年
十
二
月
二
十
日
条
。

（
85
）『
産
所
日
記
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
。

（
86
）『
後
鑑
』
天
文
十
七
年
正
月
二
十
四
日
条
。「
仏
国
寺
文
書
」
五
、武
田
氏
系
図
（『
小
浜
市
史
』
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社
寺
文
書
編
）。

（
87
）『
鹿
苑
日
録
』
天
文
十
八
年
三
月
八
日
条
。『
言
継
卿
記
』
永
禄
十
二
年
三
月
二
十
七
日
条
。

前
掲
注
（
17
）
羽
田
論
文
。

（
88
）『
鹿
苑
日
録
』
天
文
八
年
正
月
～
六
月
条
表
紙
。

（
89
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
二
年
四
月
九
日
条
。

（
90
）
前
掲
注
（
15
）
金
子
著
書
、
五
一
～
五
二
頁
。

（
91
）「
厳
助
往
年
記
」
天
文
五
年
九
月
二
十
四
日
条
。

（
92
）『
鹿
苑
日
録
』
天
文
五
年
九
月
二
十
七
日
条
。

（
93
）「
厳
助
往
年
記
」
天
文
六
年
四
月
十
九
日
条
。

（
94
）『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
八
年
閏
六
月
一
日
条
。『
親
俊
日
記
』
天
文
八
年
二
月
三
日
条
。　

（
95
）
前
掲
注
（
83
）
山
田
口
頭
発
表
。『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
八
年
十
二
月
四
日
、
天
文
九
年

四
月
二
十
八
日
条
。

（
96
）
天
野
忠
幸
『
三
好
長
慶
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
二
九
頁
。

（
97
）『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
十
年
十
月
一
・
五
・
六
・
十
三
日
条
。

（
98
）「
惟
房
公
記
」
天
文
十
年
十
月
二
十
九
・
三
十
日
条
、
天
文
十
一
年
三
月
二
十
八
日
条
（『
続
々

群
書
類
従
』
五　

記
録
部
）。

（
99
）「
惟
房
公
記
」
天
文
十
一
年
三
月
十
八
・
二
十
八
日
条
。『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
十
一
年
三

月
二
十
四
・
二
十
六
・
二
十
八
日
、
閏
三
月
十
一
・
二
十
五
・
二
十
六
日
、
四
月
三
・
八
日
条
。

（
100
）「
光
源
院
殿
御
元
服
記
」（『
群
書
類
従
』
二
二
、
武
家
部
）。「
後
奈
良
天
皇
宸
記
」（
続
史
料

大
成
）
天
文
十
五
年
十
一
月
十
八
・
十
九
日
条
。
木
下
昌
規
「
戦
国
期
足
利
将
軍
家
の
任
官

と
天
皇
」（『
日
本
歴
史
』
七
九
三
、二
〇
一
四
年
）。

（
101
）「
厳
助
往
年
記
」
天
文
十
六
年
正
月
条
。

（
102
）『
公
卿
補
任
』　

天
文
十
六
年
条
。

（
103
）
馬
部
隆
弘
「
細
川
国
慶
の
上
洛
戦
と
京
都
支
配
」（『
日
本
史
研
究
』
六
二
三
、二
〇
一
四
年
）。

（
104
）『
公
卿
補
任
』
天
文
十
六
年
条
。

（
105
）「
厳
助
往
年
記
」
天
文
十
六
年
閏
七
月
条
。

（
106
）『
石
山
本
願
寺
日
記
』
天
文
十
六
年
十
一
月
三
日
条
。

（
107
）『
公
卿
補
任
』
天
文
十
六
・
十
七
年
条
。

（
108
）
前
掲
注
（
96
）
天
野
著
書
、
五
一
頁
。

（
109
）「
厳
助
往
年
記
」
天
文
十
八
年
三
月
条
。

（
110
）『
公
卿
補
任
』
天
文
十
八
年
条
。「
厳
助
往
年
記
」
天
文
十
八
年
四
～
七
月
条
。

（
111
）「
万
松
院
殿
穴
太
記
」（『
群
書
類
従
』
二
十
九
輯
、
雑
部
）。

（
112
）『
言
継
卿
記
』
天
文
十
九
年
五
月
二
十
一
日
条
。『
穴
太
記
』
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
酒
泉
家
本
。

（
113
）『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
八
年
六
月
二
十
三
日
条
。

（
114
）『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
九
年
三
月
三
日
条
。

（
115
）『
宝
鏡
寺
文
書
』
六
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
）、
八
一
～
八
二
丁
。『
室
町
幕

府
文
書
集
成
奉
行
人
奉
書
篇
』
思
文
閣
出
版
、
三
四
六
一
号
。

（
116
）『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
九
年
三
月
九
日
条
。

（
117
）『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
九
年
九
月
二
十
三
日
条
。

（
118
）
前
掲
注
（
65
）
設
楽
論
文
。

（
119
）『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
十
年
八
月
二
十
一
・
二
十
二
日
条
。

（
120
）『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
十
年
八
月
十
・
二
十
・
二
十
一
日
条
。

（
121
）『
穴
太
記
』
酒
泉
家
本
。

（
122
）『
言
継
卿
記
』
天
文
十
九
年
五
月
二
十
六
日
条
。

（
123
）『
穴
太
記
』
酒
泉
家
本
。

（
124
）『
言
継
卿
記
』
天
文
十
九
年
七
月
八
・
十
四
日
条
。

（
125
）『
言
継
卿
記
』
天
文
十
九
年
十
月
二
十
日
条
。

（
126
）『
言
継
卿
記
』
天
文
十
九
年
十
一
月
十
九
～
二
十
一
日
条
。

（
127
）『
言
継
卿
記
』
天
文
十
九
年
十
一
月
二
十
一
・
二
十
三
・
二
十
四
日
条
。『
公
卿
補
任
』
天
文

十
九
年
条
。「
厳
助
往
年
記
」
天
文
十
九
年
十
一
月
条
。

（
128
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
年
二
月
一
日
条
。「
厳
助
往
年
記
」
天
文
二
十
年
二
月
条
。

（
129
）「
厳
助
往
年
記
」
天
文
二
十
年
二
月
条
。

（
130
）『
後
鑑
』
天
文
二
十
年
二
月
十
日
条
。

（
131
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
年
三
月
十
四
・
十
五
日
条
。「
厳
助
往
年
記
」
天
文
二
十
年
三
月

十
四
日
条
。

（
132
）「
細
川
両
家
記
」
天
文
二
十
年
三
月
十
四
日
条
（『
群
書
類
従
』
二
十
輯
合
戦
部
）。

（
133
）「
厳
助
往
年
記
」
天
文
二
十
年
七
月
十
四
日
条
。

（
134
）『
鹿
苑
日
録
』
天
文
十
八
年
六
月
二
十
七
日
、
八
月
十
六
日
条
。
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（
135
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
天
文
二
十
年
十
月
二
十
八
日
条
。

（
136
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
天
文
二
十
年
四
月
五
日
、
十
月
九
・
二
十
一
日
条
。

（
137
）「
歴
名
土
代
」（『
群
書
類
従
』
二
九
輯
、
雑
部
）。

（
138
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
一
年
正
月
二
十
八
日
条
。

（
139
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
一
年
正
月
二
十
九
日
条
。

（
140
）「
厳
助
往
年
記
」
天
文
二
十
一
年
二
月
条
。

（
141
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
一
年
正
月
二
十
九
日
、
三
月
五
日
条
。

（
142
）「
厳
助
往
年
記
」
天
文
二
十
一
年
八
月
条
。

（
143
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
一
年
三
月
十
一
日
条
。

（
144
）「
厳
助
往
年
記
」
天
文
二
十
一
年
十
一
月
条
。

（
145
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
・
二
十
八
・
三
十
日
、
十
二
月
一
・
五
・
六
・

十
一
・
十
七
日
条
。

（
146
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
二
年
正
月
四
・
五
・
二
十
八
日
、閏
正
月
一
・
八
日
条
。「
厳
助
往
年
記
」

天
文
二
十
二
年
閏
正
月
条
。

（
147
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
二
年
二
月
九
・
十
二
・
二
十
三
・
二
十
六
日
条
。

（
148
）
前
掲
注
（
96
）
天
野
著
書
、
六
五
頁
。

（
149
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
二
年
二
月
二
十
七
・
二
十
八
日
、三
月
八
日
条
。
前
掲
注
（
83
）
山
田
、

口
頭
発
表
。

（
150
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
二
年
四
月
九
日
条
。

（
151
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
二
年
七
月
十
四
・
二
十
八
・
三
十
日
、
八
月
一
・
二
・
五
・
七
・
八
・
十
四

日
条
。「
厳
助
往
年
記
」
天
文
二
十
二
年
八
月
三
十
日
条
。

（
152
）
西
島
太
郎
『
戦
国
期
室
町
幕
府
と
在
地
領
主
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
三
一
七
頁
。
松

田
盛
秀
は
、
京
都
に
戻
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
省
い
た
。（『
言
継
卿
記
』
弘
治
二
年

正
月
十
二
日
条
）。

（
153
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
二
年
八
月
十
四
日
条
。

（
154
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
二
年
八
月
七
日
、
九
月
七
日
、
十
月
二
十
一
条
。『
増
補
八
坂
神
社

文
書
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
四
年
、
三
〇
八
、三
〇
九
号
。

（
155
）『
公
卿
補
任
』
天
文
二
十
二
年
条
。

（
156
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
三
年
正
月
二
十
・
二
十
九
日
、
三
月
二
十
五
・
二
十
六
日
条
。

（
157
）『
言
継
卿
記
』
弘
治
二
年
九
月
十
一
日
条
。

（
158
）『
言
継
卿
記
』
永
禄
元
年
三
月
十
五
日
、
五
月
三
・
四
日
、
六
月
二
・
四
・
七
・
八
・
九
・
十
二
日
条
。

（
159
）「
兼
右
卿
記
」
永
禄
元
年
九
月
十
六
日
条
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
）。

（
160
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
元
年
十
一
月
二
十
七
日
条
。

（
161
）『
言
継
卿
記
』
永
禄
元
年
六
月
二
日
条
。
前
掲
注
（
83
）
山
田
、
口
頭
発
表
。

（
162
）「
雑
々
聞
検
書
丁巳
歳
」（（
武
家
故
実
雑
集
）
国
立
公
文
書
館
蔵
写
本
）。

（
163
）
同
前
。

（
164
）
同
前
。

（
165
）
同
前
。

（
166
）「
兼
右
卿
記
」
永
禄
二
年
七
月
八
日
条
。

（
167
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
三
年
六
月
十
九
日
条
。

（
168
）「
兼
右
卿
記
」
永
禄
三
年
正
月
十
日
条
。

（
169
）『
言
継
卿
記
』
永
禄
二
年
八
月
一
日
条
。

（
170
）『
言
継
卿
記
』
永
禄
二
年
二
月
一
・
七
日
条
。

（
171
）「
厳
助
往
年
記
」
永
禄
二
年
四
月
条
。

（
172
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
二
年
九
月
二
十
六
日
条
。『
言
継
卿
記
』
永
禄
三
年
正
月
二
十
一

日
条
。

（
173
）「
雑
々
聞
検
書
丁巳
歳
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
写
本
）。『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
三
年
正
月

二
十
七
日
、
二
月
二
十
六
日
条
。

（
174
）『
言
継
卿
記
』
永
禄
二
年
七
月
二
十
・
二
十
二
日
条
。

（
175
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
三
年
二
月
二
十
七
・
二
十
八
日
、
三
月
五
・
二
十
九
日
条
。

（
176
）『
光
源
院
殿
御
成
記
』
国
立
公
文
書
館
蔵
写
本
。「
三
好
亭
御
成
記
永
禄
四
年
」（『
続
群
書
類
従
』

二
三
輯
下
）。

（
177
）
高
橋
康
夫
『
洛
中
洛
外
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
、
一
八
七
頁
。

（
178
）
前
掲
注
（
96
）
天
野
著
書
、
一
二
七
頁
。

（
179
）『
穴
太
記
』
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
酒
泉
家
本
。

（
180
）
前
掲
注
（
96
）
天
野
著
書
、
一
四
七
頁
。
馬
部
隆
弘
「
信
長
上
洛
前
夜
の
畿
内
情
勢
」（『
日

本
歴
史
』
七
三
六
、二
〇
〇
九
年
）。

（
181
）「
厳
助
往
年
記
」
永
禄
四
年
六
月
条
。
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（
182
）「
細
川
両
家
記
」
永
禄
四
年
五
月
条
。

（
183
）「
河
野
文
書
」「
本
福
寺
文
書
」（『
愛
媛
県
史
』
資
料
編
古
代
、
中
世
、
一
九
八
三
年
）

一
八
三
五
、一
八
三
七
号
。

（
184
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
五
年
三
月
六
日
条
。「
厳
助
往
年
記
」
永
禄
五
年
三
月
六
日
条
。

（
185
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
五
年
五
月
十
九
日
条
。

（
186
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
五
年
六
月
二
日
条
。

（
187
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
五
年
八
月
二
十
五
～
二
十
八
日
条
、
九
月
十
一
日
条
。

（
188
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
五
年
四
月
十
一
日
条
。「
長
享
畿
内
兵
乱
記
」
永
禄
五
年
七
月

十
三
日
条
。「
東
寺
過
去
帳
」（『
後
鑑
』
永
禄
五
年
七
月
十
三
日
条
）。

（
189
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
五
年
八
月
二
日
条
。

（
190
）『
蜷
川
家
文
書
』
七
八
〇
号
。

（
191
）『
言
継
卿
記
』
永
禄
六
年
三
月
十
九
日
条
。

（
192
）「
厳
助
往
年
記
」
永
禄
六
年
二
月
四
日
条
。

（
193
）『
東
寺
光
明
講
過
去
帳
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
）。

（
194
）
拙
稿
「
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
主
題
と
制
作
目
的
」（『
史
艸
』
五
七
、二
〇
一
六
年
）。

（
195
）
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
第
一
部
六
五
章
。

（
196
）『
河
野
家
文
書
』（
伊
予
史
料
集
成
）
一
六
八
号
。

（
197
）『
言
継
卿
記
』
永
禄
八
年
五
月
十
九
日
条
。

（
198
）『
言
継
卿
記
』
永
禄
八
年
五
月
二
十
四
日
条
。

（
199
）「
細
川
両
家
記
」
永
禄
八
年
五
月
十
九
日
条
。

（
200
）『
河
野
家
文
書
』（
伊
予
史
料
集
成
）
一
六
八
号
。

（
201
）
天
野
忠
幸
『
戦
国
期
三
好
政
権
の
研
究
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
三
二
六
頁
。

（
202
）『
東
寺
光
明
講
過
去
帳
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
）。

（
203
）『
公
卿
補
任
』
永
禄
九
年
、
近
衛
前
久
項
。「
大
覚
寺
門
跡
略
記
」（『
続
群
書
類
従
』
四
輯
下

補
任
部
）。

（
204
）『
大
日
本
史
料
』
十
編
一
冊
一
二
〇
頁
・
二
冊
七
十
二
頁
・
六
冊
二
頁
。

（
205
）
金
子
拓
「
久
我
晴
通
の
生
涯
と
室
町
幕
府
」（『
織
田
信
長
権
力
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五

年
）。

（
206
）『
言
継
卿
記
』
天
文
十
八
年
八
月
二
十
七
日
、天
文
二
十
一
年
三
月
九
・
二
十
日
、八
月
十
二
日
、

十
二
月
五
日
、天
文
二
十
三
年
二
月
十
九
日
条
。
田
中
信
司
「
松
永
久
秀
と
京
都
政
局
」（『
青

山
史
学
』
二
六
、二
〇
〇
八
年
）。

（
207
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
一
年
九
月
二
十
三
日
条
。

（
208
）『
福
井
県
史
』
通
史
編
二
、
中
世
、（
金
龍
静
、
松
原
信
之
執
筆
）
一
〇
一
一
～
一
〇
一
二
頁
。

（
209
）「
専
修
寺
文
書
」（『
福
井
県
史
』
資
料
編
二
、
中
世
）
一
七
～
二
四
、二
六
～
三
一
、三
五
～

四
二
号
。
前
掲
注
（
５
）
高
梨
論
文
。

（
210
）『
蜷
川
家
文
書
』
七
六
四
～
七
七
〇
、七
七
三
～
七
七
五
号
。

（
211
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
六
年
十
二
月
七
日
、
閏
十
二
月
二
十
六
日
条
。「
素
絹
記
」（
続

群
書
類
従
二
八
輯
下
釈
家
部
）。

（
212
）『
穴
太
記
』
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
酒
泉
家
本
。

（
213
）「
吉
川
家
旧
蔵
文
書
」（『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅴ
）
六
頁
。

（
214
）「
吉
川
家
旧
蔵
文
書
」
一
、（『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅴ
、
六
頁
）。
山
田
康
弘
「
戦

国
期
将
軍
の
大
名
間
和
平
調
停
」（『
中
世
政
治
史
の
研
究
』
日
本
史
史
料
研
究
会
論
文
集
Ⅰ
、

日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
215
）『
言
継
卿
記
』
永
禄
七
年
五
月
十
九
日
条
。

（
216
）『
久
志
本
年
代
記
』
永
禄
七
年
五
月
条
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
）。

（
217
）『
雑
々
聞
検
書
丁巳
歳
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
写
本
）。

（
218
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
七
年
九
月
十
一
日
条
。

（
219
）
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
第
一
部
五
七
章
。

（
史
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
三
年
）

Life of K
eijyu-in w

ho order U
esugi-hon Rakutyu-Rakugai-zu Folding 

Screen

K
O
T
A
N
I Ryoko

［A
bstract

］K
eijyu-in w

as the w
ife of the 12

th Shogun Y
oshiharu 
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A
shikaga of A

shikaga Shognate. H
er father w

as N
aom
ithi K

onoe w
ho 

w
as the chief adviser to the Em

peror.

　

She ordered the U
esygi-hon Rakutyu-Rakugai-zu Folding Screen （A

 
national treasure ow

ned by Y
am
agata Prefecture Y

onezaw
a City 

U
esugi-M

useum
）

　

She had 2sons and 1daughter, but she and her first-born son 
Y
oshiteru A

shikaga w
ere killed by vassal M

iyoshi Y
oshithugu in1565 . 

She w
as 52 years old.

　

H
er life is im

portant for w
e know

 the history and the arts of the 
tim
e, Y
oshiharu and Y

oshiteru Shogun. She w
as a leader in the 

A
shikaga Shogun fam

ily during the Y
oshiteru A

shikaga Sougun days, 
and her brothers supported her fam

ily. H
er brothers w

ere K
onoe 

T
aneie, D

ozo, Gisyun , and H
arum

ichi K
oga. Y

oshiharu and Y
oshiteru 

A
shikaga  w

ere m
ost trusted them

.

　

T
he K

noe fam
ily w

as a very good fam
ily. She w

as there fore, a very 
happy girl. But, K

onoe fam
ily lost m

any assets in w
ars. K

eijyu-in 
m
arried Y

oshiharu A
shikaga to m

aintain the K
onoe fam

ily assets and 
rank. Y

oshiharu A
shikaga w

as fleeing to the K
uw
anom

i-tem
ple in 

O
um
i land during the on w

edding tim
e. H
e w
as losing assets and rank 

too, so Y
oshiharu A

shikaga gave a picture roll 

（K
uw
anom

i-T
em
ple 

Story- Em
aki

）to her as a m
arriage proposal . T

his Em
aki is ow

ned by 
the K

uw
anom

i-T
em
ple now

.

　

Soon after the w
edding, they could go back to K

yoto. Y
oshiharu and 

K
eijyu-in w

ere happy, as w
as the K

onoe-fam
ily. But Y

oshiharu died in 
1550 , w

hile Y
oshiteru 

（first son

） w
as still 15 years old, so the K

eijyu-

in and K
onoe brothers w

ere guardians for Y
oshiteru. She had highly 

regard by people, and she ordered the U
esugi-hon Rakutyu-Rkugai-zu 

Folding Screen  for the m
em
orial of Y

oshiharu.

　

H
ow
ever, M

iyoshi Y
oshithugu killed K

eijyu-in and Y
oshiteru 

suddenly, to take political pow
er. K

eijyu-in could not see the U
esugi-

hon  Rakutyu-Rkugai-zu Folding Screen, but Eitoku K
ano continued 

draw
ing it, until it w

as finished. It w
as very fantastic, and people w

ere 
surprised w

hen they saw
  it. It w

as ow
ned by her second son, but he 

w
as banished from

 K
yoto by N

obunaga O
da in 1573 .

　

N
obunaga gave the U

esugi-hon Rakutyu-Rakugaizu Folding Screen 
to U
esughi K

enshin for his alliance w
ith him

. 

　

T
he U

esugi-hon Rakutyu-Rakugaizu Folding Screen w
as held by 

the U
esugi fam

ily for 400 years. It is one of the m
ost fam

ous pictures 
in Japan. K

eijyu-in is an im
portant person in Japanese history and 

arts.

〔K
eyw

ords

〕 K
eijyu-in,U

esugi-hon R
akutyu-R

akugaizu F
olding 

Screen,K
uw
anom

i-T
em
ple Story-Eam

ki,K
onoe brothers,Y

oshiteru 
A
shikaga


